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【今月の表紙】 収穫期を迎えた女化町の落花生畑です。茨城県は落花生の生産量
全国2位の産地で、特に牛久市をはじめとする県南地域で多く生産されています。 
9月30日・10月1日の2日間、牛久の落花生をPRしようと、銀座にある茨城県の 
アンテナショップ「IBARAKI sense」で落花生フェアを行いました。 
試食をした人たちからは「千葉が有名だけど
すごくおいしいね」と大好評でした。

とれたて！自慢の味

牛久を食べよう！牛久を食べよう！

「落花生」編 見てね！「落花生」編 見てね！
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介
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紹
介
し
ま
す
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▼

本川小学校平和資料館に
て、原爆投下後の学校や子ど
もたちの生活の様子につい
ての話を聞く生徒たち

　被爆体験者の梶本さんは
「忘れられた歴史は繰り返さ
れる」とおっしゃっていまし
た。平和な世の中に生まれた
からこそ、78年前に起きたこ
とを忘れず、多くの人に伝え
ることが大切だと思いまし
た。原子爆弾や戦争の恐ろし
さがない、平和な世界をつく
る必要性を改めて考えるこ
とができました。

　私は、実際に広島を訪れ
た事で、写真を見たり教科書
を読むだけでは分からない
事をたくさん学ぶことが出来
ました。「戦争をしてはいけな
い」という言葉が今も伝承さ
れているからこそ、私たちは
平和に生きられているのだと
思いました。繋いでもらった
平和な世界が続くよう、今度
は私が伝えていきたいです。

　今回私は広島に行くこと
で学校でも学べない様な戦
争の恐ろしさを知ることが
でき、今まで特に考えていな
かった平和が自らの意思に
なりました。これまでの私の
ように戦争についての理解
が浅い人にも今回学んだこ
とを伝え、少しでも平和をつ
くる力になれればいいなと
思います。

　私は、今回広島を訪問した
意味と命、平和の尊さを深く
考えました。78年前の広島で
一瞬にして夢を失った当時の
被爆者の方の最後の願いと
は「戦争が二度と起きないこ
と」だと私なりに捉えました。
平和への誓いをより正確にさ
まざまな繋がりを持った人々
に発信することが私に託され
た役目だと実感しました。

見越 文香さん本多 彩夏さん前田 桔子さん山﨑 愛奈さん
牛久第一
中学校

牛久第三
中学校

牛久第三
中学校

牛久第三
中学校

　当時の広島の人たちはい
つも通りの当たり前だった日
を突然壊されました。原爆
の投下によってたくさんの人
が亡くなり、その後の人生
も原爆とともにあって病気や
差別にとても苦しんだそうで
す。今の自分はとても幸せだ
ということ、命を大切にする
ことを忘れず生きていかな
ければいけないと思いました。

　私は、広島を訪問し戦争の
愚かさを感じ、二度と同じ惨
劇を繰り返してはいけないと
思いました。しかし、今でも
核兵器は無くならず、悲しい
歴史が繰り返される可能性
はあります。私は、見聞してき
たことを他者に伝えみんな
と平和な未来にするにはどう
したらよいのか、意見を交流
していきたいと思います。

　平和記念公園や平和資料
館、たくさんの慰霊碑には、
原爆犠牲者の冥福を祈ると
ともに、二度と戦争をしな
い、繰り返してはいけないと
いう広島の人々の思いが込
められていることがわかり
ました。78年前の8月6日の
惨劇を過去のことにせず、事
実と向き合い、未来へ繋ぐこ
とが大切だと思いました。

雜賀 紫音さん澤田 悠太郎さん福田 絢さん
牛久第一
中学校

牛久第一
中学校

牛久第一
中学校

問  生涯学習課☎内線3362、3364

令和
5年度 牛久市中学生平和使節団
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10
月
19
日
～
22
日
の
４
日
間
、
市
民
文

化
祭
の
小
中
学
校
作
品
展
に
て
、
広
島
訪

問
で
学
ん
だ
こ
と
を
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ま
に
見
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。期
間
中
は
多
く
の
人
が
訪

れ
、生
徒
た
ち
が
制
作
し
た
ス
ラ
イ
ド
な
ど

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、各
中
学
校

に
お
け
る「
校
内
平
和

の
集
い
」等
で
も
発
表

し
て
い
き
ま
す
。

▼国立広島原爆死没者追
悼平和祈念館で行われた
被爆体験者・梶

かじもと

本淑
よ し こ

子さ
んの講話を聴講。

▼

ガイドさんの解説を聞きな
がら原爆ドーム・広島平和記
念公園を見学。

　私が今回の研修を終えて、
一番印象に残っているのは、
被爆者の方から講話をいた
だいた時のことです。78年
前の広島の悲劇、平和の大
切さ、原子爆弾の恐ろしさ
について知ることが出来ま
した。そして、平和について
考え、広島でどんなことが起
こったのかをみんなに知っ
てもらいたいと思いました。

　私は広島の訪問で特に印
象に残ったことは資料館に
展示されていた被爆後の日
常品の数々です。たった一発
の原爆で人々の命と当たり前
の日常が失われたことを知
り、戦争をしても誰も幸せに
なれないと思いました。この
ようなことが二度とくり返さ
れないように使節団として多
くの人に伝えていきたいです。

　私が今回、広島を訪問し、
原爆ドームを始めとした被爆
建造物を見て、戦争は２度と
してはいけない行為だと改め
て思いました。
　また、最近は戦争の事を詳
しく知らない人が増えている
と感じます。そのためにも、ま
ずは身近なところから戦争の
ことを伝えていく事が、私た
ちに出来る事だと思いました。

豊田 咲来さん渡邉 歌凛さん岡村 紗彩さん
下根

中学校
下根

中学校
牛久南
中学校

　私は平和使節団の活動を
通して当時の広島の様子を
学びました。また、戦争の恐
ろしさや平和の尊さを改め
て知ることができました。特
に、被爆体験者の梶本さんの
お話はとても印象に残りま
した。この経験を生かして学
んだことを伝えていき、戦争
のない平和な世界の実現に
貢献したいと思いました。

紫藤 千咲さん
下根

中学校

　僕は広島を訪問して、平和
の大切さを知りました。被爆
体験者の方の話を聞いて、戦
争の悲惨さを知ることがで
きました。また、原爆ドーム
や平和資料館を見て、原爆の
恐ろしさを感じました。これ
から、被爆体験者の皆さんが
言っていた命を大切にする
ことを、忘れずに生きていこ
うと思います。

　私は平和使節団の訪問で、
戦争の恐ろしさと平和の大
切さを改めて学ぶことがで
きました。戦争が引き起こす
悲惨さから、決して目をそら
してはならないのだと感じ
ました。繰り返してはならな
い、という被爆者の方々の思
いを私たちの行動で繋いで
いき、平和が生み出す幸せな
社会を創っていきたいです。

　今回広島を訪問して、改め
て平和の大切さを知ること
ができました。実際に原爆
ドームや当時の資料を見て
原爆の悲惨さを学べました。
今後、学んだことを身近な人
に伝え、一人でも多くの人に
知ってほしいです。そして８
月６日の出来事が人々の記
憶からなくなることがない
ようにしていきたいです。

宮田 晴帆さん淺野 桜姫さん新海 綾さん
牛久南
中学校

ひたち野
うしく中学校

ひたち野
うしく中学校

　広島を訪問し、今の日常生
活が大変幸せであると気づ
かされました。そのため、「戦
争を繰り返してはいけない」
と強く思うことができまし
た。原爆について伝えるとい
う被爆体験者の行動を受け
継ぎ、広めていくべきだと思
います。日々の幸せを大切に
していきたいです。

　私は広島を訪問して、被爆
体験者の方々の話を聞き、戦
争の恐ろしさ、平和の尊さ、
命の大切さを改めて感じる
ことができました。そして、こ
のような悲劇を起こさない
ために、今回学んだことを少
しでも多くの人に伝え、平和
の大切さを知らせる事が私
たちの役目だと思いました。

　僕が広島を訪れ、印象に
残っていることは、実際に被
爆した方のお話です。被爆者
の高齢化が進み、語れる方が
少ない中、熱心に当時の様子
を語ってくださいました。お
話をうかがい、核兵器の使
用は二度と繰り返してはい
けないと思いました。今後
は、広島で学んだことを周囲
の人たちへ伝えていきます。

三吉 真実さん森下 祐貴さん秋葉 友希さん
ひたち野

うしく中学校
ひたち野

うしく中学校
おくの義務
教育学校

　僕が広島の訪問を通して
印象に残ったのは、核兵器の
悲惨さです。核兵器は、たっ
た一発で都市が一瞬で焼け
野原になり、多くの人々の命
を奪う力をもっています。こ
のことから、僕たちは、核兵
器の恐ろしさや戦争の悲惨
さを伝え、平和な世界を少し
ずつ実現していかなくては
いけないと思いました。

阿部 景虎さん
おくの義務
教育学校広

島
訪
問
で
学
ん
だ
こ
と
を
発
表

  ～ 広島訪問を終えて ～
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～アップデート牛久！！
　　笑顔あふれる未来へ～

沼
田
市
政
が
ス
タ
ー
ト

　
去
る
９
月
10
日
に
執
行
さ
れ
ま
し

た
牛
久
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
大

変
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
温
か
い

ご
支
援
・
ご
信
任
を
賜
り
、
今
後
４
年

間
の
牛
久
市
政
を
お
預
か
り
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
改
め
て
そ
の
責

任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
果
敢

に
挑
み
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
新

し
い
時
代
を
切
り
拓
く
決
意
を
も
っ
て

市
政
運
営
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

８
つ
の
ゼ
ロ
を
最
優
先
に

　

選
挙
戦
で
も
首
尾
一
貫
し
訴
え
て

ま
い
り
ま
し
た
、『
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
牛

久
‼
笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
へ
』を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
へ
の
対
応
、物
価
高
騰
に
よ
る

厳
し
い
環
境
に
あ
る
市
民
生
活
か
ら

の
脱
却
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安

全
と
安
心
、
幸
せ
を
実
感
で
き
、
よ

り
豊
か
に
暮
ら
せ
る
牛
久
市
を
築
い

て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、「
子
ど
も
の

医
療
費
、
教
育
格
差
、
小
中
学
校
の

給
食
費
、
市
役
所
窓
口
の
待
ち
時
間
、

災
害
時
の
逃
げ
遅
れ
、
交
通
弱
者・移

動
困
難
者
、介
護
待
機
者
、牛
久
シ
ャ

ト
ー
や
エ
ス
カ
ー
ド
ビ
ル
の
空
き
テ

ナ
ン
ト
」の『
８
つ
の
ゼ
ロ
』に
最
優
先

で
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
子
ど
も・子

育
て
、
医
療
・
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
振
興
、
教
育
改
革
、
行
財
政
改

革
」の
６
つ
の
分
野
に
掲
げ
た
基
本
政

策
を
着
実
に
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

強
み
や
特
徴
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
牛
久
市
の
地
理
的
な
優
位
性
や
交

通
環
境
の
利
便
性
、
豊
か
な
自
然
環

境
、そ
し
て
牛
久
シ
ャ
ト
ー
や
牛
久
大

仏
な
ど
の
観
光
資
源
と
い
っ
た
本
市

の
強
み
や
特
徴
を
最
大
限
に
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。人
口
減

少
社
会
や
東
京
一
極
集
中
の
状
況
を

乗
り
越
え
、地
域
間
競
争
に
勝
ち
抜
い

て
い
た
く
た
め
に
は
、交
流
人
口
や
関

係
人
口
の
拡
大
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
拠
点
と
な
る
の
は
、
牛
久
シ
ャ

ト
ー
や
牛
久
大
仏
で
あ
り
ま
す
。
特

に
、
牛
久
シ
ャ
ト
ー
は
、
そ
の
魅
力
を

し
っ
か
り
と
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、本
市
の
発
展
を
大
き
く
後
押
し

す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

シ
ャ
ト
ー
運
営
の
発
展
的
な
見
直
し

　
牛
久
シ
ャ
ト
ー
を「
市
外
か
ら
の
人

を
呼
び
込
む
拠
点
」と
し
て
、「
公
園
の

よ
う
に
牛
久
市
民
が
憩
え
る
拠
点
」と

し
て
、
そ
し
て「
牛
久
市
を
全
国
に
発

信
す
る
広
告
塔
」と
し
て
、
牛
久
シ
ャ

ト
ー
の
価
値
を
存
分
に
活
用
し
、
さ

ら
に
牛
久
駅
周
辺
の
事
業
者
と
も
連

携
を
進
め
る
こ
と
で
、駅
周
辺
の
活
性

化
、そ
し
て
牛
久
市
全
体
の
発
展
の
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
持
続
可
能
な
牛
久
市
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、私
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

は
じ
め
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
積
極
的
な
行
動
を
起
こ
す
こ
と

で
、
牛
久
市
の
魅
力
が
多
く
の
方
々

に
届
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
、具

体
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組

み
、市
民
の
皆
さ
ま
、牛
久
シ
ャ
ト
ー

を
訪
れ
る
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
添
え

る
形
で
牛
久
シ
ャ
ト
ー
運
営
の
発
展

的
な
見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

９
月
10
日
に
行
わ
れ
た
牛
久
市
長
選
挙
で
初
当
選
を
果
た
し
た
沼
田
和
利
市
長
が
10
月
３
日
に
初
登
庁
し
、

市
民
や
市
職
員
の
出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、10
月
10
日
に
は
、市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
就
任
に 

あ
た
っ
て
の
所
信
表
明
を
行
い
、新
市
政
に
向
け
て
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

　
私
は
こ
の
牛
久
市
で
生
ま
れ
皆
さ

ま
に
育
て
ら
れ
た
私
の
責
任
と
し
て
、

直
面
す
る
課
題
に
向
き
合
い
、一
つ
ひ

と
つ
解
決
し
て
い
く
と
と
も
に
、未
来

を
見
据
え
た「
ま
ち
づ
く
り
」や「
地
域

振
興
」、「
教
育
改
革
」に
若
い
発
想
と

行
動
力
で
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
議
会
議
員
や
県
議
会
議

員
の
経
験
で
培
っ
た
政
策
実
行
力
や
、

国
や
県
、
近
隣
市
町
村
と
の
強
固
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
活
か
し
、

広
域
的
な
視
野
で
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。今
こ
そ
新
し
い
牛

久
市
の
未
来
を
、市
民
の
皆
さ
ま
、議

員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
一
緒
に
な
っ

て
切
り
拓
い
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
の
市
政
運
営
に
対

し
ま
し
て
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
職
員
の
不
祥
事
に
対
す
る
お
詫
び

　
こ
の
度
、市
が
事
務
局
と
な
っ
て
い
る

事
業
団
体
の
会
計
に
お
い
て
、
使
途
不

明
金
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
を
起
こ
し
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
を
裏
切

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
こ
と
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
再
発
防

止
に
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
改
め

て
、
よ
り
一
層
職
員
の
綱
紀
粛
正
と
服

務
規
律
の
確
保
に
つ
い
て
全
職
員
が

徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲初登庁の動画
はこちら
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11月は茨城県の
男女共同参画
推進月間です

ご存知ですか？ご存知ですか？

問 市民活動課☎内線1631 男は仕事
女は家庭

男の子は
強くならない

と…

女の子なんだ

からおとなしく

しなさい

▲詳しくはこちらをご覧ください

市民意識調査からみえる 牛久市の現状

Q Q社会全体では、男女平等だと
思いますか？

家庭内での夫婦の役割分担に
満足していますか？

68％の方が、社会全体では、男性の方が
優遇されていると思うと回答しました。

家庭内での夫婦の役割分担に関する満足度の質問で
は男女間の満足度の割合に大きな差が出ました。また、
家庭での夫婦の役割分担に関して、40％超の女性が、
日常的な家事※をすべて行っていると回答しました。
※「食事のしたく」「洗濯」「掃除」「日常の家計管理」の4項目について

男性の方が
優遇されて
いると思う

分からない・無回答
女性の方が
優遇されて
いると思う

平等だと思う

68％

18％

6％
8％

【牛久市男女共同参画に関する市民意識調査結果（令和3年度実施）】
市内在住の満18歳以上70歳未満の市民3,000人(男性1,500人、女性1,500人)を対象に調査を実施しました。

男性 女性
満足

満足

不満足

不満足

78％ 53％

9％

35％

分からない・無回答 分からない・無回答

13％ 12％

牛久市男女共同参画推進基本計画・実施計画(第4次)
　市は、誰もが自分らしく安心して暮らせるように、市民・事業者・市が一体となって男女共同参画を
推進するため、令和4年度に牛久市男女共同参画推進基本計画・実施計画(第4次)を策定し、
この度ダイジェスト版が完成しました。内容の一部をご紹介します。

～ 計画実現に向けた3つの基本目標 ～

男女共同参画社会の実現
に向けた基盤の整備

あらゆる分野における
男女共同参画の推進

安心・安全な暮らし
の実現

基本目標

１
基本目標

2
基本目標

3
男女共同参画社会の実現には、より
多くの人々が男女平等の意識を持
つことが大切です。市は、多くの場
を通じて男女共同参画の意識づく
りを行っていきます。

職場・地域活動などあらゆる分野
で、男女が平等に活動できるよう
な環境づくりを行っていきます。

誰もが安心して暮らせるように、あ
らゆる暴力の根絶や、健康支援のた
めの相談窓口の設置とPR活動を実
施します。また、地域防災において
も男女平等の体制を整えます。

　「男女共同参画」とは、男女が互いに人権を尊重し、「女性」や「男性」という性別に基づ
いた偏見や固定概念にとらわれることなく、一人ひとりが持っている個性や能力を尊重
し、それを生かしていこうという考え方です。「男なんだから…、女なんだから…」そんな言
葉や態度に苦しい思いをしたことはありませんか？日常生活の中で当たり前になってし
まっている男女の役割を見つめなおし、男女共同参画について一緒に考えてみましょう！
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これからのコミュニティ・スクール

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

と
は
？

　
学
校
運
営
協

議
会
制
度
を
導

入
し
て
い
る
学

校
の
こ
と
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス

ク
ー
ル
と
呼
び

ま
す
。
今
ま
で
は
、学
校
運
営
は
学

校
だ
け
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、Ａ
Ｉ
化
が
進
む
こ
と
で
、今
あ

る
職
業
の
半
数
近
く
が
自
動
化
さ

れ
、
将
来
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

今
存
在
し
て
い
な
い
職
業
に
就
く

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な

中
で
、
こ
れ
か
ら
の
予
測
困
難
な

時
代
を
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
を

育
成
す
る
た
め
に
、
学
校
だ
け
で

な
く
地
域
の
方
と
と
も
に
社
会
総

ぐ
る
み
で
子
育
て
を
し
て
い
く
流

れ
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
地
域
の
方
が
学
校

運
営
に
参
画
す
る
仕
組
み
と
し

て
、
学
校
運
営
協
議
会
制
度
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
４
年
度

ま
で
の
茨
城
県
の
学
校
運
営
協

議
会
制
度
の
導
入
率
は
24
％
で

す
。
そ
の
た
め
、
ま
だ
学
校
運
営

協
議
会
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る

方
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

現
在
は
、
学
校
運
営
協
議
会
の
導

入
は
努
力
義
務
化
さ
れ
て
い
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
は
、
多
く
の
学
校

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に

な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

の
実
現
に
向
け
た
牛
久
市
の

取
り
組
み

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
学

校
運
営
協
議
会
）の
目
的
は
、
保
護

者
や
地
域
の
方
々
と「
学
校
経
営

を
と
も
に
し
て
い
く
」こ
と
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
心
と
な
る
の

が「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

の
実
現
で
す
。そ
の
内
容
に
は
、「
子

ど
も
た
ち
に
育
成
し
よ
う
と
す
る

資
質
・
能
力
を
教
育
課
程
を
通
し

て
地
域
社
会
と
共
有
し
て
い
く
」

と
あ
り
ま
す
。
教
育
課
程
と
は
、言

い
換
え
る
と
授
業
の
こ
と
で
す
。

　
牛
久
市
で
は
、「
一
人
残
ら
ず
質

の
高
い
学
び
を
保
障
す
る
安
心
と

夢
中
の
学
校
づ
く
り
」「
授
業
を

変
え
て 

子
ど
も
を
変
え
て 

学
校

を
変
え
る
」取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。
日
々
の
授
業
の
中
で「
ケ

ア
リ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
互
い
に

ケ
ア
し
合
え
る
集
団
づ
く
り
）」と

「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
互

い
に
学
び
合
え
る
集
団
づ
く
り
）」

を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
生
徒
指
導

の
問
題
も
授
業
を
通
し

て
解
決
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

教
員
同
士
お
互
い
の
授

業
を
見
合
い
、
そ
こ
で

学
ん
で
い
る
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
の
学
び
の
事

実
を
子
ど
も
の
名
前
を

挙
げ
て
語
り
合
う（
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
）こ
と

で
、
授
業
力
や
同
僚
性

を
高
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
学
校
運
営
協

議
会
の
委
員
も「
授
業

を
見
て
、
リ
フ
レ
ク

シ
ョ
ン
」を
行
っ

て
い
ま
す
。参
加

し
た
委
員
か
ら

は
、
次
の
よ
う
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

・ 

先
生
方
が
授
業
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
を
い
か
に
学
ば
せ
る
か
、と

て
も
難
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

・ 

民
生
委
員
と
し
て
関
わ
っ
て
い

る
家
庭
の
子
ど
も
が
グ
ル
ー

プ
で
友
だ
ち
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
い
い
顔
で
学
ん
で
い
る

様
子
を
見
て
、
授
業
を
通
し
て

子
ど
も
の
つ
な
が
り
も
作
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

・ 

全
て
の
子
ど
も
を
学
ば
せ
る
た

め
に
は
高
い
課
題
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、

先
生
方
が
何
時
間
も
か
け
て

授
業
準
備
を
し
て
い
る
と
は

知
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
学
校
運
営
協
議

会
の
委
員
が
学
校
の
先
生
と
と
も

に
研
修
に
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち

が
学
ん
で
い
る
様
子
に
つ
い
て
語

り
合
う
こ
と
で
、深
い
学
校
理
解
に

繋
が
り
、
こ
こ
か
ら
学
校
づ
く
り
、

授
業
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

後
編
は【
12
月
１
日
号
】予
定

シリーズ 

地域とともにある 
学校づくりから、 
学校を中心とした 
まちづくりへ

牛久の教育

生涯学習課☎内線3363

市に学校運営協議会制度が導入され、全ての小・中・義務教育学校がコミュニティ・
スクールになって5年目になります。今年7月には、文部科学省主催の「地域とともに
ある学校づくり推進フォーラム2023」が茨城県で開催され、「社会に開かれた教育課程
の実現」に向けた事例として、牛久市のコミュニティ・スクールの取り組みが紹介されました。 
また、昨年度は「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」に係る文部科学大臣
表彰を、牛久南中学校の「学校運営協議会」が受賞しました。他県からも視察がくるなど、現在、
牛久市のコミュニティ・スクールの取り組みが全国的に注目されています。

前 編

学習指導要領の改定（2020～）

「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて
① 社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよい学校教育

を通じてよりよい社会を創るという目標を持ち、教育課程
を介してその目標を社会と共有していくこと。

② これからの社会を創り出していく子どもたちが、社会や
世界に向き合い関わり合い、自分の人生を切り拓いてい
くために求められる資質・能力とは何かを、教育課程に
おいて明確化し育んでいくこと。

③ 教育課程の実現に当たって、地域の人的・物的資源を活
用したり、放課後や土曜日等を活用した社会教育との連
携を図ったりし、学校教育を学校内に閉じずに、その目
指すところを社会と共有・連携しながら実現させること。
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問　健康づくり推進課
　　（保健センター内）
　　☎内線1792

検診忘れず
生涯かっぱつ！

婦人科（子宮頸がん・乳がん）検診特集
女性の健康は、生活習慣や社会環境に加え、女性ホルモンの影響を受けやすいという特徴があります。
仕事に家事に、毎日忙しく過ぎる1年のうちのわずかな日数を、あなたの検診の日としてみませんか。

子宮頸がんとは…
　子宮頸部（入り口）にできるがんです。主な原因は、性交渉
によるヒトパピローマウイルス（HPV）の感染です。HPVに感
染しても多くの場合は自然治癒しますが、1割程度はがんに
なる前の段階（異形成）を数年経て、子宮頸がんに至ります。
がん細胞の増殖はゆっくりで、正常な細胞ががんになるのに
５～10年以上かかるため、定期的に検診を受ければ、がん
になる前の段階で見つけることが可能です。

乳がんとは…
　乳腺組織にできるがんです。主な原因として、女性ホ
ルモンであるエストロゲンや生活習慣、遺伝などが関与
していることが分かっています。乳がんは女性がかかる
がんの中で最も多く、患者数は年々増加しています。一
方で、近年は乳がんのタイプ分けの研究が進み、効果的
な薬を使えるようになってきました。そのため、早期の
段階で適切な治療をすれば、約9割が治る病気です。
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出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（全国がん登録）

牛久市における女性のためのがん検診

▼婦人科集団検診（会場：保健センター）
検診実施日 検診項目・受付時間 申込期間

令和6年
1月29日(月)・

30日(火)

乳がん(エコー・マンモ)
午前10時～10時10分
午前10時20分～10時30分
午後0時30分～0時40分
午後0時50分～1時
午後1時10分～1時20分

子宮がん
※子宮がんは受付後

午後1時30分から検診開始
午後0時30分～0時40分
午後0時50分～1時
午後1時10分～1時20分

11月30日(木)
～12月1日(金)

【検査内容・対象者・自己負担金】年齢基準日：令和6年3月31日　
検査内容 対象者 自己負担金

子宮がん検診 子宮頸部※1) 20歳以上 女性 1,230円

乳がん検診 超音波検査(エコー ) 30～65歳 女性 1,020円
マンモグラフィ検査(エックス線) 40歳以上偶数年齢 女性 40代:1,330円／50代以上:1,020円

30代健診 身長、体重、腹囲、血圧、血液、尿 30～39歳 男性・女性 1,300円
胸部検診 胸部のエックス線撮影 30～39歳※2) 男性・女性 510円

※1)男性医師による診察の場合あり。※2)30代スタート健診日のみの年齢設定です。

▼30代スタート検診（会場：保健センター）
検診実施日 検診項目 受付時間 申込期間

令和6年
1月28日(日)

●乳がん(エコー )
●子宮がん
●30代健診
●胸部検診

※全項目共通
午後0時30分～0時40分
午後0時50分～1時
午後1時10分～1時20分

12月5日(火)
～12月22日(金)
※電話での受付
　は5日（火）のみ

▼医療機関検診…医療機関での検診でも市の助成が受けられます（受診の際には「利用券」が必要となります）

申込方法（共通）
【電話で申し込み】
茨城県総合健診協会健診
予約センター　

 0570-077-150
※受付：午前9時～午後5時

【WEBで申し込み】
けんこうリンク
健診Web予約サービス

※ 受付：各申込期間内
　初日午前9時～
　最終日午後11時59分

詳しくは市ホームページをご覧ください ▼
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入園の基準　保護者が次のいずれかに該当し、お子さまの保育を必要とする場合

※ 小規模保育園の3歳児以降については、下記の各保育施設にて
継続保育となります。

  ● こばと夢ナーサリー…認定こども園こばと幼稚園
  ●せいけい保育園…成蹊幼稚園（認定こども園：つくば市）
  ● 茨城YMCA牛久オリーブ保育園…牛久めぐみ保育園または牛久幼稚園
◆ 公立「つつじが丘保育園」、「栄町保育園」は、統廃合および民営化

の計画があります。

申し込みについて

保 育 施 設 名 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳

公　
立

つつじが丘保育園 5 0 7 4 1

栄町保育園 6 9 5 0 0 0

下根保育園 12 13 2 6 1 0

私　
立

ふたばランド保育園 6 2 12 4 0 1
つつじが丘
ふたばランド保育園 12 12 6 4 5 8

牛久ひかり保育園 6 6 6 2 0 0

牛久ふれあい保育園 15 0 0 0 0 2
牛久ふれあい保育園
ひたち野うしく駅前分園 8 0

牛久保育園 3 1 3 0 0 1
ひたち野うしく保育園
つくしんぼ 11 4 0 8 0 0

牛久みらい保育園 15 3 1 1 0 1

奥野さくらふれあい保育園 9 5 0 3 0 0

牛久めぐみ保育園 10 6 7 3 1 0

認可保育園・認定こども園（保育部分） 
入園児童募集

令和
6年度

きょうだい予約入園（0歳児の6月から12月までの入園）
【対象者】下記のすべてを満たす方　
●令和6年度に、きょうだいが保育施設に入園中の児童　　●市内在住（転入予定者は除く）
●1歳になる前日まで育児休業法に基づく育児休業を取得し、育児休業前と同様の勤務に復職する方

【申込期限】令和6年4月5日（金）まで 詳細はお問い合わせください（予約入園の受入見込人数は4月の入園状況により決定します）

受入見込人数（令和6年4月1日現在の年齢）在園児童の退園や、保育施設の保育士配置状況等により人数が増減する場合があります。

◆就労（48時間以上／月）
◆妊娠・出産

◆保護者の疾病・障害
◆同居親族の介護・看護（長期入院中含む）

◆災害復旧
◆求職活動（起業準備を含む）

◆就学
◆児童虐待・DV

保 育 施 設 名 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳

私
立

牛久さくら保育園 18 6 0 1 1 0

上町ふれあい保育園 14 1 4 0 0 0
上町ふれあい保育園
牛久駅前分園 5 1

認
定
こ
ど
も
園

うしく文化認定こども園 6 2 0 0

認定こども園フレンド幼稚園 3 12 0 0 0 0

認定こども園こばと幼稚園 12 0 4
※
小
規
模
保
育
園

こばと夢ナーサリー 0 3 4

せいけい保育園 2 6 1
茨城YMCA
牛久オリーブ保育園 3 5 0

保育課（市役所本庁舎1階）窓口に必要書類をそろえて提出
【期間】11月20日（月）～25日（土）午前9時～午後4時 ※11月23日（木・祝）を除く。

〈注意〉受付時は混雑が予想されます。混雑緩和のため、事前に申込書等の記入と必要書類の
確認をお願いします。また、可能な限り代表者1人でお越しください。

下記を簡易書留・レターパック等の追跡可能な郵便で送付
●必要書類 ●提出書類確認票 ●返信用の封筒（申請者の宛名を記載し、84円切手を貼ったもの）

【宛先】〒300-1292 牛久市中央3-15-1牛久市保健福祉部保育課保育園入園担当
【期間】11月13日（月）～17日（金）
〈注意〉郵便が到着した日を申請日として取り扱います（消印有効ではありません）。

窓
口
受
付

郵
便
受
付

※ 申込書は保育課で配布して
います（市ホームページか
らもダウンロード可）。必要
書類など、詳しくは市ホー
ムページをご確認ください。

※ 左記受付期間を過ぎた場
合は、次回の利用調整の
対象となります。

保育園入園申込み・受入見込人数

期限厳守

問　保育課☎内線1761～1764

詳細はこちら
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令和6年4月からの児童クラブ新規入級希望者の申請を以下の通り受付します。あわせて、令和5年度冬休み期
間のみ利用の児童クラブ入級申請の受付についてもお知らせします。

児童クラブ新規入級児童の申請受付について
冬休み児童クラブ入級児童の申請受付について 問 教育企画課☎内線3333

入級の基準

費用（児童1人につき）
 負担金／月額3,000円、おやつ消耗品代／月額2,000円 　【合計】月額5,000円
  ※延長を利用する場合は別途月額2,000円。土曜日利用の場合は別途月額1,000円。

① 保護者が勤務（週2日以上）などにより、
放課後に留守家庭になる児童

② 保護者や同居の親族、そのほかの方から
放課後に適切な保護を受けられない児童

※詳細は市ホームページをご覧ください。

受付期間・受付場所
令和5年度

冬休み入級受付 11月1日（水）～30日（木）までの月～金曜日 ※土・日・祝日除く 【受付時間】
午前8時30分～
　　　　午後5時15分

【受付場所】
教育企画課

（ひたち野リフレ5階）
※  児童クラブに現在入級
  している場合や兄弟姉
妹が入級している場合
は、各児童クラブ（児童
クラブ開所時間内）でも
受付します。

令和6年度
新規入級受付

〈現在入級している児童〉
【第1次受付期間】11月1日（水）～30日（木）までの月～金曜日
〈4月から新しく入級を希望する児童〉
【第1次受付期間】11月20日（月）～30日（木）
▼土・日・祝日の受付日
11月25日（土）市役所本庁舎1階（保育課隣）にて受付。
※11月23日（木・祝）・26日（日）の受付は実施しません。

〈全児童対象〉
【第2次受付期間】令和6年2月1日（木）～9日（金）までの月～金曜日
※第2次受付期間では、土日の受付は実施しません。

申し込みについて

児童クラブ開設日

※ 上記の受付期間を過ぎた場合、入級申請書類はお預かりできません。4月1日から利用が必要な場合は、必ず期間内に申
請をお願いします（転入等の場合を除く）。

※ 冬休み入級および4月からの入級について、利用希望人数によっては入級できない場合がありますので、予めご了承くだ
さい（令和2～4年度は中根小児童クラブでやむを得ず入級制限を行いました）。

令和6年度

令和5年度

令和6年度
児童クラブ入級案内

各種申請に必要な様式

◆開設時間
　【通常】授業終了後～午後6時（夏休み等は午前8時～午後6時）
　【延長利用者】授業終了後～午後7時（夏休み等は午前7時～午後7時）
◆閉級日
　日曜日、祝日（振替日を含む）、8月12日～16日、
　年末年始（12月29日～1月3日）
◆場所／市内各小学校・義務教育学校（土曜日は中根小児童クラブを利用）
◆内容／遊びを主体とした活動
※児童の帰宅は、原則として保護者など、大人の迎えが必要です。

◆対象児童／市内の小学校・義務教育学校に
在学する児童（1年生から6年生まで）のうち、
次に該当する児童

◆申請書の配布場所／市内各児童クラブ、教育企画課（市ホームページからもダウンロード可）
◆提出書類
　（１）児童クラブ入級申請書……児童1人につき1部
　（２）就労証明書等…………同居している方全員分　（３）家庭状況調査票……………1部
　※書類が揃っていない場合、受付することができません。
　※就労証明書は、本人ではなく、必ず事業所の方が記載し、証明をもらうようにしてください。
　　また、事業所により証明の記載に時間がかかることがあるので早めにご準備ください。

詳細はこちら

※土・日・祝日除く

※土・日・祝日除く
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11月の予定

全館休館日
11/13（月）・27（月）
市役所エスカード出張所、
リフレプラザ市民窓口は
11/3（金・祝）・23（木・祝）
も休館
二小地区社協は毎週日曜
日・事務所閉鎖日は休止

11月の休館日

■中央図書館
　☎871-1400 
　午前9時～午後7時
■市役所エスカード出張所
　午前10時～午後7時
■ひたち野リフレプラザ市民窓口
　午前9時～午後5時（図書業務）
■奥野生涯学習センター図書室
　午前9時～午後5時
■ 三日月橋生涯学習センター図書室
　午前9時～午後5時
■二小学区地区社協事務所
　（田宮地区広場）
　午前9時30分～午後4時30分

読書の秋
を

楽しみま
しょう♪

特別映画上映会
11/26（日）午前10時～

【場所】視聴覚室（2階）
【定員】先着48人
「日輪の遺産」（邦画・2時間14分）
牛久おもちゃ病院
11/19（日）午前10時～正午

【場所】視聴覚室（2階）

おはなし会
【場所】おはなしのへや（1階）

日にち 時間 対象
11/4（土）午後2時～ 幼児～
11/11（土）午後2時～ 乳幼児～
11/12（日）午前11時～ 乳幼児～
11/18（土）午後2時～ 乳幼児～

11/24（金） 午前10時
30分～ 乳幼児～

日にち 時間 対象

11/17（金） 午前10時
30分～

0～
2歳児

11/25（土）午後2時～ 大人

【場所】視聴覚室（2階）

特別整理作業に伴う休館にご協力いただきまして、
ありがとうございました

中央図書館のエレベーター更新工事を行います
　11月20日（月）から令和6年3月にかけ、中央図書館のエレベーター2基の更新工事
を実施します。工事期間中は断続的な金属音等が発生します。皆さまにはご迷惑をお
かけしますが、ご利用の際は予めご了承ください。
　なお、右記の期間は特に大きな騒音・臭気の発生がある
他、安全確保の必要があるため施設の利用を休止し、職
員通用口にて返却・予約本の受け渡し等、一部のカウン
ター業務のみ実施します。
※11月27日（月）は通常通り全館休館です。

 【施設休止期間】
●11月28日（火）
　～12月7日（木）
●令和6年1月中旬
　～下旬（予定）

《令和5年第2回》  読み聞かせ講習会
　読み聞かせは、子どもたちの表現力を豊かにし、集中力が身につきます。
もっと子どもたちと絵本を楽しみたい！読み聞かせのボランティアをして
みたい！と思っている方は、この機会にぜひご参加ください。

●日時／11月23日（木・祝）午前10時～正午
●場所／中央図書館視聴覚室1・2（2階）
●演題／「絵本から学べる魅力的なこと」
●講師／絵本専門士　村

むらかみ
上 佳

よ し こ
子 氏

●対象／牛久市に在住・在勤・在学の方
● 申込方法／11月6日（月）午前9時から

中央図書館司書相談カウンターまた
は、お電話にてお申し込みください。

参加費無料

先着45人

【申し込み・お問い合わせ】 中央図書館☎871-1400

中央図書館開館30周年記念

中央図書館開館30周年にちなんで、30冊読んだ方に図書館特製ボール
ペンをプレゼント！30冊記録した図書館オリジナル読書手帳を中央図書館司書相談カ
ウンターにお持ちください。※第1弾はプレゼントの配布を終了しました。
●期間／12月1日（金）～令和6年3月31日（日）（プレゼントがなくなり次第終了）
●対象／どなたでも　※記録シールは貸出日が7月1日（土）以降のもの

読書手帳トライアル！読書手帳トライアル！ 30冊でプレゼント！
第2弾

「うさちやんきいて」に参加してみませんか0～2歳児の
おはなし会

中央図書館では、毎月第3金曜日に0～2歳児を対象としたおはなし会を行っています。 
広いじゅうたんの上で、赤ちゃんと一緒に、絵本の読み聞かせや、うたあそび・体あそ
びを楽しみましょう。おはなし会の後は、その場で赤ちゃ
ん絵本を手に取り、借りる絵本をゆっくり選ぶことができ
ます。保護者同士の交流の場にもなっていますよ。

【日時】毎月第3金曜日午前10時30分～　
【場所】中央図書館視聴覚室1・2（2階）
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牛久市スポーツ協会事務局（牛久運動公園体育館内）

☎873-2486 FAX873-2895
牛久市文化協会事務局（ひたち野リフレ・文化芸術課内）

☎内線3341

加盟団体活動だより 〈 かなで会〉
担当　小

こ や ま
山 優

ゆ う こ
子 問☎873-8619

牛久市牛久市スポーツスポーツ協会協会だよりだより

※詳しくは上記 牛久市文化協会事務局 まで

● 広報…ホームページ、広報紙、専用スタ 
ンドなどで広報のお手伝いをします

● 利用…市の各生涯学習センターの使用
料が半額免除されます

● 交流・連携…外部団体との連携事業 
（イベント等への協力）・研修参加 など

加盟すると加盟すると
こんないいこんないい
ことが！ことが！

加盟
条件

・代表者が市内に在住し、活動拠点が市内にあること
・会員が5人以上であること

牛久市文化協会に加盟しませんか？

牛久ゴルフ協会
代表　小

お が わ ら
河原 正

ただなお
直 問（渡

わ た べ
部）☎090-5218-9332

　県南地区ゴルフ競技会（団体戦）や稲敷地区市町村
ゴルフ大会など競技ゴルフをはじめ、研修会を開催
しています。年齢に関係なく生涯スポーツのゴルフ
を楽しみませんか！女性ゴルファーも大歓迎‼

【定期練習】 
市内5カ所ゴルフ練習場にて各自練習
協会主催ゴルフコンペを年3回開催

【入会金】 なし　【会費】 2,000円／年
【保険代】 各自

牛久ジュニア体操クラブ
代表　鐵

くろがね
 悦

え つ こ
子 問☎090-2664-3315

事務局☎872-3383　E□  ushiku-glitter@peach.plala.or.jp

　第32回牛久ジュニア体操競技大会兼グリタカップ
を体操競技11月25・26日、新体操12月2・3日で開
催します。関東近県より約500人の選手が参加します。

【定期練習】
◆体操競技…月～日曜日（木曜日除く）午後6時～10時
　※バク転教室…日曜日、タンブリング教室…火曜日
　（牛久第一中学校体育館）
◆新体操…ひたち野うしく小学校体育館 ほか

【入会金・会費】 クラスにより異なります
【保険代】 800円／年

　今回は大正琴の「かなで会」の練習を取材しました。
当会は2010年11月に発足。阿部先生のご指導のも
と、毎月第2・4木曜日に栄町区民会館で和気あいあ
いと練習・活動されています。
　大正琴はタイプライターのような数字ボタンを左
手で押して音階をとり右手で弦を爪弾いて演奏しま
す。かなで会ではソプラノ・アルト・テナー・ベー
スの4パート構成のアンサンブルで、入会後3カ月で
一緒に演奏することができます。
　取材時は、「バラが咲いた」を練習されていました。
リクエストした「夜明けのスキャット」は、猛暑を吹
き飛ばす爽やかな演奏でした。レパートリーは、ポッ
プス・歌謡など幅広く持っているそうです。
　県内には大正琴の会が60団体ほどあるとのこと。
毎年6月に演奏大会があり、昨年はひたちなか市で
42団体参加の大演奏会になったそうです。
　皆さんとても楽しそうに、賑やかに練習に取り組
まれていました。

  文化協会広報委員会 《取材レポート》
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投稿者の氏名・住所・電話番号と、ペットの名前（ふりがな）・種類・性別・年齢・30～40字の紹介コメントを記入の上、
メールまたは封書でお送りください。【あて先】〒300-1292牛久市中央3-15-1 「環境政策課わんにゃんこ」係
    E□   kankyou@city.ushiku.ibaraki.jp※犬は市に登録していること。※封書の場合、写真は返却しません。 
※掲載に不適切と思われる写真については、掲載しない場合がありますのでご了承ください。

ペットの
写真

募集中！

問 環境政策課☎内線1561～1563

わん
こんやに

ノ
ー
リ
ー
ド
で
の
散
歩
は
や
め
ま
し
ょ
う

いたずらと甘え上手な我が家のアイドル
近所の小学生にも大人気

【種類】柴犬（オス6歳）

M家（ひたち野東）リキ

　

夏
が
過
ぎ
、
気
温
も

下
が
っ
て
き
た
こ
と
で
飼

い
犬
の
散
歩
も
快
適
な
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
飼
い

犬
の
健
康
と
ス
ト
レ
ス
解

消
の
た
め
に
も
た
く
さ
ん

運
動
さ
せ
る
こ
と
は
と
て

も
重
要
で
す
が
、
市
に
は

度
々
ノ
ー
リ
ー
ド
で
犬
を

散
歩
さ
せ
て
い
る
と
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

リ
ー
ド
を
放
す
行
為
は
、

意
図
せ
ず
他
人
を
驚
か
せ

た
り
、
ケ
ガ
を
さ
せ
る
と

い
っ
た
迷
惑
に
な
る
ば
か

り
で
な
く
、
交
通
事
故
や

行
方
不
明
な
ど
で
飼
い
犬

を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。さ
ら

に
は
飼
い
犬
が
他
の
方
々

に
嫌
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と

で
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
に
繋
が

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
飼
い
犬
が
他
の
人
か
ら

も
可
愛
が
ら
れ
、
ご
近
所

付
き
合
い
を
円
満
に
す
る

た
め
に
、
ノ
ー
リ
ー
ド
で

の
散
歩
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ス
マ
ホ
の
動
画
広
告

を
見
て
、
欲
し
か
っ
た

ブ
ラ
ン
ド
の
シ
ュ
ー
ズ

が
60
％
引
き
だ
っ
た
の

で
申
し
込
ん
だ
。
支
払

い
方
法
は
代
引
き
配
達

し
か
選
択
で
き
な
か
っ

た
。
後
日
、
荷
物
が
届

き
代
金
を
支
払
っ
て
受

け
取
り
、
開
封
し
た
と

こ
ろ
、
明
ら
か
な
偽
物

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
申
し
込
ん
だ
サ
イ

ト
は
無
く
な
っ
て
お
り

販
売
業
者
の
情
報
は
不

明
だ
。
返
品
、
返
金
を

求
め
た
い
。

（
60
代
女
性
）

問　牛久市消費生活センター☎830-8802
　　 （市役所第3分庁舎2階 商工観光課内）
相談日　月～金曜日（午前9時～正午／午後1時～4時）

ネ
ッ
ト
通
販「
代
引
き
配
達
」ト
ラ
ブ
ル
！

～
偽
物
が
届
い
た
と
い
う
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
～

　

上
記
の
よ
う
な
相
談
が
全
国

で
増
加
し
て
い
ま
す
。
代
引
き

配
達
は
宅
配
業
者
に
代
金
を
支

払
わ
ず
に
荷
物
を
開
封
し
中
身

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
開
封
後
は
受
け
取
り
拒

否
が
で
き
ず
、
宅
配
業
者
に
返
金

を
求
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
た

め
被
害
回
復
が
困
難
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
の
多
い
通
販
サ
イ
ト

の
特
徴
を
知
っ
て
購
入
サ
イ
ト

を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

◆ 

記
載
さ
れ
て
い
る
日
本
語
の
字

体
、
文
章
表
現
が
不
自
然
で
あ

る
も
の
、
大
幅
な
値
引
き
が
さ

れ
て
い
る
も
の
。

◆ 

販
売
業
者
の
情
報（
名
称
、
住

所
、
電
話
番
号
等
）が
表
示
さ

れ
て
い
な
い
、
虚
偽
の
記
載
に

な
っ
て
い
る
。

◆ 

支
払
方
法
が「
代
引
き
配
達
」し

か
選
択
で
き
な
い
、
ほ
か
の
決

済
方
法
を
選
択
し
た
が
一
方
的

に
代
引
き
配
達
に
変
更
さ
れ
る
。

事 

例

12広報うしく 2023年11月1日号 12



文
芸
さ
ろ
ん

―

霜
月

―

何
時
か
ら
か
便
り
と
だ
え
て
鰯
雲�

枝
豆

蒸
し
藷
干
す
母
の
背
中
を
朝
陽
染
め�

マ
ロ
ン

秋
の
日
に
日
傘
さ
し
出
す
孫
娘�

金
子
さ
ん

守や

も

り宮
来
て
灯

あ
か
り

消
せ
ず
に
湯
中あ

た

り
し�

堀
さ
ん

空
見
上
げ
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
い
わ
し
雲

　
　
風
を
感
じ
る
夕
ぐ
れ
散
歩�

赤
と
ん
ぼ

秋
の
あ
じ
お
い
し
い
き
の
こ
た
べ
た
い
な

　
　
ど
ん
な
り
ょ
う
り
つ
く
れ
る
の
か
な�

く
つ
わ
虫

こ
ね
こ
ね
こ
ね
親
子
で
手
作
り
わ
く
わ
く
と

　
　
月
を
見
な
が
ら
食
べ
る
お
団
子�

ス
ズ
ム
シ

そ
よ
そ
よ
と
こ
こ
ち
良
い
風
ふ
く
よ
う
に

　
　
本
を
め
く
る
手
と
ま
ら
ぬ
こ
よ
い�

コ
オ
ロ
ギ

寒
風
に
柿
の
実
ひ
と
つ
葉
を
落
と
し

　
　
ム
ク
の
糧
な
る
冬
の
足
音�

ケ
ン
タ

▲

宮
内
さ
ん

▲

長
澤
さ
ん

▲

草
葉

▲

の
と
ま
む

※ 掲載作品は担当課にて審査の上、決定します。投稿い
ただいた作品が必ず掲載されるわけではありません。

作品募集 次回募集テーマは「秋・冬」
● あて先  〒300-1292牛久市中央3-15-1「広報うしく文芸さろ

ん」係 FAX871-3246 Ｅ□  kouhou@city.ushiku.ibaraki.jp
● 記載事項  作品、氏名、電話番号、匿名希望の方はその旨（ペンネームOK）

問 文化芸術課（牛久シャトー内）☎874-3121

　
写
真
は
架
け
替
え
工
事
中
の
三
日
月
橋
を
新
地
側
か

ら
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
稲
荷
川
に
か
か
る
三
日
月
橋

は
、
周
辺
の
土
地
改
良
事
業
の
進
展
に
伴
い
昭
和
48
年

か
ら
架
け
替
え
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
写
真
の
中
央
左
寄
り
の
空
き
地
は
、
現
在
三
日
月
橋

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
建
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
橋
の

架
け
替
え
に
よ
っ
て
道
路
の
様
子
も
変
わ
っ
て
い
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

昭和48年（1973）ごろ架け替え工事中の三日月橋

「昔のうしく」の写真（とくに昭和40年代までの写真・東部地区の写真）を募集しています。

架け替え工事中の三日月橋

▼ 現在の三日月橋
から生涯学習セ
ンターを望む

（令和4年12月撮影）

☎029-875-8541  FAX 029-875-8686 □E ushiku@fmuu.jp番組に関するお問い合わせ

第62回

曲のリクエストや番組への曲のリクエストや番組への
メッセージもメッセージもお待ちしてますお待ちしてます♪♪

「第31回うしくWaiワイまつり」生放送‼

出演者：なる・亀田昌代・山城功児・西原朗演(コーヒールンバ)

11月3日(金・祝)に行われる「第31回うしくWaiワイまつり」
の会場の様子を生放送でお届けします！

【新番組のお知らせ】
朗読わたしの本棚
「橋のない川」

住井すゑの代表作を
音声でお届けします。
放送：毎週木曜日午後 
3時～3時30分（再放送：
午後10時～10時30分）

FM-UUの聴き方やリクエスト、詳しい番組表
などは公式ホームページをご覧ください

放送：11月3日（金・祝）午前11時～午後1時予定

年末年始年越し
特別番組メッセージ募集‼

メッセージ
テーマ

「2023年の反省」
「2024年の抱負」

【締切】12月1日(金)まで
「年末特番」の文字を入れ、Eメールか

ホームページのメッセージフォーム
からご応募ください。

イベント放送情報
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日＝日程　所＝場所　内＝内容　対＝対象　定＝定員　講＝講師　￥＝費用　持＝持ち物　申＝申し込み方法 締＝申込締め切り日　他＝その他　主＝主催　共＝共催　団＝団体名　問＝問い合わせ　HP＝ホームページアドレス　Ｅ□＝Eメールアドレス

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

■

牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
電
気
設
備
年
次
点
検
の
た
め
、

次
の
通
り
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

▼
臨
時
休
館
日
／
11
月
26
日（
日
）

問
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
８

３
０
・
９
３
３
３

問　牛久市役所
☎029-873-2111（代表）
FAX029-873-7510（代表）
※牛久市の市外局番は「029」です

公式X（Twitter）

@ushiku_city
牛久市シティプロモーション

@ushikucitypromo

牛久市

          

牛久市メールマガジン
「かっぱメール」

感染症、市政イベント、防災・防
犯、各学校などの情報をメールで
お届け。ご利用の際は必要な情
報の「配信カテゴリ」をお選びくだ
さい。ぜひ登録をお願いします。

問 広報政策課☎内線3221、3222

かっぱメールを
新規登録する方

配信カテゴリを
追加・変更する方

牛久市公式チャンネル

牛久市公式
LINE

牛久市役所
（シティプロモーション）
Facebook

牛久市専用防災アプリ
「防災うしく」

牛久市の防災情報や災害時の避
難情報、ハザードマップなどがス
マートフォンでいつでも確認で
きます。もしもの時に備え、ぜひ
ダウンロードしてご利用ください。

問 防災課☎内線1681

Android iOS

アプリストアからダウンロード

「広報うしく」は、毎月1日号（行政区配布）と15日号
（全戸ポスティング）の月2回発行。市ホームページ
でも全ての内容を掲載しています。

FMうしくうれしく放送

問 NPO法人牛久コミュニティ放送
　 ☎875-8541

フ―ちゃん ムーくん

FM周波数 85.4MHz
市役所敷地内保健センター2階
から放送中！
牛久市の情報
盛りだくさん。

ポータルサイト、アプリで「広報うしく」が読めます

イバラキイーブックス マチイロ
地域特化型
電子書籍
ポータルサイト

スマホ、タブ
レット対象
アプリ

■

ひ
た
ち
野
う
し
く
ウ
イ
ン
タ
ー

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
２
３

　
ひ
た
ち
野
う
し
く
駅
を
中
心
に
、

今
年
も
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
街

が
輝
き
ま
す
。

日【
点
灯
期
間
】11
月
18
日（
土
）～

令
和
６
年
２
月
29
日（
木
）　 

【
点
灯
式
】11
月
18
日（
土
）午
後

４
時
よ
り

所【
点
灯
式
会
場
】ひ
た
ち
野
う
し

く
駅
西
口「
御
輿
の
広
場
」周
辺 

【
点
灯
場
所
】ひ
た
ち
野
ひ
が

し
通
り
・
み
ず
べ
通
り
メ
タ

セ
コ
イ
ヤ

街
路
樹
・

常
陽
銀
行

ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
等

主
ひ
た
ち
野
う
し
く
ま
ち
そ
だ
て

協
議
会

問
ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

２
０
２
３
部
会
事
務
局
☎
・
FAX

８
８
５
・
６
７
０
７

■「
全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動
」 

が
始
ま
り
ま
す
！

「
火
を
消
し
て  

不
安
を
消
し
て

つ
な
ぐ
未
来
」令
和
５
年
度
防
火
標
語

▼
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
／

11
月
９
日（
木
）～
15
日（
水
）

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
当
た
り
、次
の
ポ
イ
ン
ト

を
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。火
災
の

発
生
を
予
防
し
尊
い
命
を
守
り
、財

産
の
損
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
等
は
安
全
装

置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
部
屋

を
整
理
整
頓
し
、寝
具
、衣
類
お
よ
び

カ
ー
テ
ン
は
、防
炎
品
を
使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使

い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法

を
常
に
確
認
し
、
備
え
て
お
く
。 

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る

み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

問
牛
久
消
防
署
☎
８
７
３・０
１
１
９

■

牛
久
市
環
境
美
化
の
日

　
市
で
は
、
環
境
美
化
意
識
の
向

上
お
よ
び
地
域
の
環
境
美
化
維
持

を
目
的
と
し
て
、11
月
の
第
3
日
曜

日
を「
牛
久
市
環
境
美
化
の
日
」と

定
め
て
い
ま
す
。快
適
な
生
活
環
境

を
確
保
す
る
た
め
、市
内
全
域
の
清

掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、清
掃
で
ご
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
不
用
品

等
は
違
反
ご
み
と
し
て
回
収
し
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
11
月
19
日（
日
）午
前
8
時
～ 

※
小
雨
決
行
。
態
度
決
定
は
、
地

区
の
代
表
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

所
・
内
市
内
全
域
…
地
域
内
の
道

路
、
公
園
、
水
辺
等
の
公
共
の

場
所
や
そ
の
周
辺
の
清
掃
活
動
。

問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
１
５
７

１
～
１
５
７
３
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日＝日程　所＝場所　内＝内容　対＝対象　定＝定員　講＝講師　￥＝費用　持＝持ち物　申＝申し込み方法項目の見方

■

第
160
回
う
し
く
ゴ
ッ
多
市

出
店
募
集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集

　
個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
プ
ロ
・
ア

マ
チ
ュ
ア
は
問
い
ま
せ
ん
。
初
め

て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

日
12
月
10
日（
日
）午
前
９
時
～
午

後
２
時

所
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

￥
【
出
店
料
】◆
Ａ
区
画（
約
５・４

ｍ
×
３
・
６
ｍ
）…
２
０
０
０
円 

◆
Ｂ
区
画（
約
２・７
ｍ
×
３・６ 

ｍ
）…
１
５
０
０
円

定
約
50
区
画（
Ａ
…
10
区
画
、Ｂ
…

40
区
画
）※
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選（
抽
選
結
果
は
通
知
）。

申
は
が
き
に
①
希
望
す
る
区
画（
Ａ
、

Ｂ
ど
ち
ら
か
を
記
載
。「
ど
ち
ら

で
も
」は
不
可
。
飲
食
店
の
出

店
は
Ａ
区
画
の
み
）②
氏
名（
ふ

り
が
な
）③
郵
便
番
号
・
住
所 

④
確
実
に
連
絡
の
と
れ
る
電
話
番

号（
申
込
内
容
に
つ
い
て
問
い
合

わ
せ
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
） 

⑤
出
店
品
目（
例
…
衣
類
、雑
貨
）

を
明
記
の
上
、「
〒
３
０
０
‐
１

２
９
２
牛
久
市
中
央
３
‐
15
‐

１
牛
久
市
商
工
観
光
課
ゴ
ッ
多

市
係
」あ
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。※
不
備
が
あ
る
場
合
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。※
郵
送
の
み
の
対

応
と
な
り
ま
す
の
で
、電
話
や
Ｆ

Ａ
Ｘ
、窓
口
に
持
参
さ
れ
て
も
受

付
は
し
ま
せ
ん
。
申
込
は
が
き

到
着
時
に
料
金
不
足
の
場
合
も

受
付
し
ま
せ
ん
。※
申
し
込
み
は

１
組
１
枚
。
２
枚
目
以
降
は
無

効
。
複
数
応
募
は
不
可
。

締
11
月
１
日（
水
）～
15
日（
水
）必
着

問
商
工
観
光
課
☎
内
線
１
５
２
２

■

空
家
所
有
者
・
管
理
者
へ
の

お
願
い

　
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
空
家
は
、
防
災
・
衛
生
・
景
観

等
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
晩

秋
を
迎
え
、
自
然
の
木
々
も
冬
の

装
い
を
見
せ
始
め
、
枯
れ
草
や
落

ち
葉
が
多
く
な
り
ま
す
。
空
家
の

所
有
者
・
管
理
者
の
方
は
、
空
家

の
状
況
を
定
期
的
に
確
認
し
、
除

草
、
枝
木
の
剪
定
や
必
要
な
修
繕

な
ど
適
切
な
管
理
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
空
家
対
策
課
☎
内
線
２
５
３
１

■

ブ
ロ
ッ
ク
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
片・

レ
ン
ガ
類
の
回
収
実
施

　
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は

処
理
で
き
な
い
ご
家
庭
で
不
要
と

な
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
・
レ
ン
ガ
類
を

無
料
で
回
収
し
ま
す
。

　
会
場
ま
で
ご
自
身
で
搬
入
し
、

設
置
し
て
あ
る
コ
ン
テ
ナ
に
移
し

替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
※
搬
入

の
際
、
牛
久
市
民
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
ま
す
。
必
ず
運
転
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
物
が

対
象
で
す
。
業
務
で
出
た
も
の
は

対
象
外
。
※
大
量
に
あ
る
場
合
は
、

直
接
左
記
の
産
業
廃
棄
物
収
集
運

搬
許
可
業
者（
有
料
）に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
回
収
で
き
な
い
品
目
の
例
／
業

務
で
生
じ
た
も
の
／
石
、
砂
利
、
土

／
陶
器
類
、
石
膏
ボ
ー
ド
／
金
属
、

ガ
ラ
ス
類
／
医
療
器
具
／
農
業
廃

棄
物（
ビ
ニ
ー
ル
類
等
）／
ス
レ
ー
ト

瓦（
石
綿
入
り
の
有
無
が
判
断
で
き

な
い
た
め
）／
タ
イ
ヤ
、
ホ
イ
ー
ル
、

バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
自
動
車
用
部
品

▼
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業

者
の
一
例
／
◆
㈱
そ
め
や（
さ
く

ら
台
４
‐
35
‐
１
）☎
８
７
２・６

６
８
５
◆
㈲
ワ
タ
ベ
商
会（
岡
見

町
２
８
４
５
‐
６
）☎
８
７
３・１

３
６
２ 

※
料
金
は
自
己
負
担
。

▼
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
許
可
業

者
の
一
例
／
◆
㈱
日
の
丸
商
事（
つ

く
ば
市
田
中
２
１
２
６
‐
２
）☎
８

６
７
・
１
１
０
６

【
お
願
い
】 

例
年
、
年
末
年
始
の

牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
大
変

混
雑
し
て
い
ま
す
。
ご
み
の
持
ち

込
み
で
は
、
１
時
間
以
上
お
待
ち

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

「
な
る
べ
く
収
集
日
に
集
積
所
へ

出
す
」ま
た
は
、「
日
時
に
余
裕
を

も
っ
て
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
持
ち
込
む
」な
ど
計
画
的
な
ご

利
用
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
１
５
７

１
～
１
５
７
３

▼回収日時／12月2日（土）
　　　　　　午前9時～午後3時（雨天決行）

▼回収場所／中央生涯学習センター大駐車場（東側）

▼当日回収できる物
　◆ブロック、コンクリート片
　◆レンガ類（赤レンガ、ガーデ
　　ニングレンガ、タイルなど）
　※乗用車で運べる程度の量まで。

■

牛
久
市
空
家
等
無
料
相
談
会 

相
談
者
募
集

　
市
内
に
あ
る
空
家
の
所
有
者
お

よ
び
管
理
者
、将
来
空
家
に
な
る
予

定
の
住
宅
所
有
者
な
ど
を
対
象
と

し
た
弁
護
士
、司
法
書
士
等
の
専
門

家
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。空
家
等
に
関
す
る
お
困
り
ご

と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
12
月
16
日（
土
）午
後
１
時
～
４
時

※
相
談
時
間
は
１
組
あ
た
り
30
分

所
市
役
所
分
庁
舎
第
１
会
議
室（
２
階
）

対
市
内
に
空
家
を
所
有
す
る
方
ま

た
は
管
理
者
、
将
来
空
家
に
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
住
宅
の

所
有
者
。
た
だ
し
、
業
と
し
て

管
理
す
る
方
を
除
く
。

内
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
建
築
士
、

宅
地
建
物
取
引
士
に
よ
る
空
家

の
管
理
、
相
続
、
活
用
、
解
体

な
ど
に
関
す
る
相
談
。

定
事
前
予
約
制
５
組（
夫
婦
、家
族

同
伴
も
可
）※
応
募
者
多
数
の

場
合
は
、
相
談
内
容
に
応
じ
て

相
談
者
を
決
定
し
ま
す
。

申
申
込
票
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
空
家
対
策
課
へ
持
参
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
票
は
窓
口
で
お
渡
し

す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

締
12
月
１
日（
金
）※
郵
送
の
場
合

は
募
集
期
間
内
必
着

問
空
家
対
策
課
☎
内
線
２
５
３
１ 

FAX
８
７
２
・
２
９
５
５ 
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■

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の 

乗
車
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
市
内
で
運
行
し
て
い
る
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
利

用
環
境
の
向
上
を
目
的
に
市
民
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
期
間
／
12
月
１
日（
金
）～

令
和
６
年
２
月
29
日（
木
）

▼
応
募
資
格
／
市
内
に
居
住
ま
た

は
通
勤
通
学
等
で
市
内
の
バ
ス・タ

ク
シ
ー
を
ご
利
用
の
方
。※
多
く
の

市
民
の
方
に
モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い

し
た
い
た
め
、昨
年
度
ご
協
力
い
た

だ
い
た
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

▼
調
査
内
容
／
期
間
内
に
バ
ス
ま

た
は
タ
ク
シ
ー
に
乗
車
い
た
だ
き
、

乗
務
員
の
接
遇
、車
内
環
境
等
を
市

が
用
意
す
る
調
査
票
を
も
と
に
評
価

し
、市
に
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
バ
ス

の
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
初
乗
り
分
の

回
数
券
を
10
枚
、
タ
ク
シ
ー
の
モ

ニ
タ
ー
に
は
、
１
０
０
０
円
分
の

タ
ク
シ
ー
券
を
２
枚
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
路
線
等
／
路
線
バ
ス
、

か
っ
ぱ
号
、
タ
ク
シ
ー

▼
調
査
回
数
／
◆
路
線
バ
ス
、か
っ

ぱ
号
…
10
回 

◆
タ
ク
シ
ー
…
２
回

▼
募
集
人
数
／
各
５
人
程
度　

 

※
複
数
の
モ
ニ
タ
ー
を
行
う
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語

教
室
に
つ
い
て

1
学
習
者
募
集（
令
和
５
年
度 

３
学
期
） Japanese class for 

non-Japanese speakers

　
日
本
語
が
う
ま
く
話
せ
な
い
た

め
困
っ
て
い
た
り
、
さ
ら
に
上
達

を
希
望
す
る
外
国
の
方
等
が
ご
近

所
に
お
住
ま
い
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ

こ
の
教
室
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

※
対
面
形
式
で
で
き
な
い
場
合
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の
授
業
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

対
日
本
語
の
日
常
会
話
を
学
び
た

い
外
国
人
な
ど（
希
望
者
多
数
の

場
合
は
市
内
在
住
の
方
を
優
先
）

￥
１
０
０
０
円（
今
学
期・10
回
分
）

※
初
日
納
入
。
以
降
、
学
期
中

に
教
室
が
中
止
と
な
っ
て
も
返

却
し
ま
せ
ん
。

申
必
ず
希
望
者
ご
本
人
が
市
民
活

動
課
の
窓
口
に
申
し
込
み
に
来

て
く
だ
さ
い
。
日
本
語
が
話
せ

な
い
方
は
付
き
添
い
の
方
と
一

緒
に
来
て
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
※
希
望
者
が
多
い
場
合

は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

締
11
月
17
日（
金
）

２
日
本
語
教
室
講
師
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集（
有
資
格
者
）

　
牛
久
市
国
際
交
流
協
会
主
催
の

日
本
語
教
室
で
教
え
て
く
だ
さ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
と
条
件

【
資
格
】①
日
本
語
学
科（
国
語
学

科
と
は
異
な
る
）を
主
専
攻・副
専

攻
し
た
方 

②
日
本
語
教
師
養
成

講
座
４
２
０
時
間
修
了
者 

③
日

本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
合
格
者 

④
日
本
語
講
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
修
了
者

【
条
件
】右
記
の
①
～
④
の
い
ず
れ

か
の
資
格
等
を
有
す
る
方
で
、
年

３
学
期（
各
10
回
）・
毎
週
木
曜
日

の
、Ａ
Ｍ
ク
ラ
ス(

午
前
10
時
～
11

時
30
分)

、
Ｐ
Ｍ
ク
ラ
ス（
午
後
１

時
～
２
時
30
分
）、
Ｅ
Ｖ
ク
ラ
ス

(

午
後
７
時
～
８
時
30
分)

の
い
ず

れ
か
の
授
業
と
日
本
語
教
室
の
運

営
活
動
に
参
加
で
き
る
方
。

※
学
生
の
方
は
対
象
外
。講
師
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
参
加
が
決
定

し
た
ら
、主
催
で
あ
る
牛
久
市
国
際

交
流
協
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
き

ま
す（
個
人
年
会
費
１
０
０
０
円
）。

▼
応
募
方
法
／
次
の
書
類
を
市
民

活
動
課
に
持
参（
郵
送
不
可
）。

【
1
】住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
応
募
資
格
等
の
内
容
を
明

記
し
た
申
込
書（
様
式
任
意
）

【
2
】右
記
①
～
④
の
資
格
が
証
明

で
き
る
書
類
の
写
し

▼
応
募
締
切
／
11
月
17
日（
金
）

▼
選
考
方
法
／
書
類
審
査
を
経
て

▼
応
募
方
法
／
任
意
の
用
紙
に 

住
所
、
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
路
線
バ
ス
・

か
っ
ぱ
号
・
タ
ク
シ
ー
の
い
ず
れ

の
モ
ニ
タ
ー
を
希
望
す
る
か
、
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
の
利
用
頻
度（
〇
回

／
月
）、（
バ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
希
望
の

方
は
）普
段
使
用
す
る
バ
ス
路
線

名
を
記
載
い
た
だ
き
、
郵
送
、
持

参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

※
路
線
の
開
設
、
時
刻
表
の
変
更
等

を
要
望
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
応
募
締
切
／
11
月
23
日（
木・祝
）必
着

問
政
策
企
画
課
公
共
交
通
対
策
室

（
〒
３
０
０
‐
１
２
９
２
牛
久

市
中
央
３
‐
15
‐
１
）☎
内
線

１
２
１
９ 

FAX
８
７
３
・
７
５
１

０ 

Ｅ□ kikaku@
city.ushiku.

ibaraki.jp

面
接
を
実
施
し
、
総
合
的
に
判
断

し
決
定
し
ま
す
。

【
1
・
2
共
通
】

問
牛
久
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
民
活
動
課
内
）☎
１
６
３
２

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
、
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

Ｅ□ 

□shim
in@

city.ushiku.
ibaraki.jp 

▼  日程／令和6年1月11日（木）～
　3月14日（木）※毎週木曜日・全10回

▼  時間（各90分）／希望する時間帯を 
一つ選んでください

　【AMクラス】午前10時～
　【PMクラス】午後1時～
　【E Vクラス】午後７時～

▼  場所／中央生涯学習センター ほか

■

議
員
と
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

牛
久
市
議
会
報
告
会・意
見
交
換
会

　

４
年
ぶ
り
の

対
面
開
催
！
皆
さ

ま
の
声
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
ど

な
た
で
も
ご
参
加

可
能
。
学
生
、
子

育
て
中
の
方
、
お
子
さ
ま
連
れ
も
大

歓
迎
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
※
予
約
不
要
・
入
場
無
料
。

日
11
月
11
日（
土
）午
前
９
時
30

分
～
正
午

所
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大
講

座
室

内【
1
】常
任
委
員
会
報
告

　
【
2
】意
見
交
換
会
…
テ
ー
マ
は

自
由
。
こ
れ
か
ら
の
牛
久
市
の

こ
と
、
と
も
に
語
り
合
い
ま

し
ょ
う
。

問
議
会
事
務
局
☎
内
線
３
５
３
１
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日＝日程　所＝場所　内＝内容　対＝対象　定＝定員　講＝講師　￥＝費用　持＝持ち物　申＝申し込み方法項目の見方

■

第
28
回
う
し
く
現
代
美
術
展 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

テ
ー
マ「
フ
レ
ス
コ
技
法
で
絵
を

描
き
ま
し
ょ
う
！
」

日
11
月
25
日(

土)

・26
日(

日)

午
後

１
時
～
４
時

所
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
美
術

工
芸
室（
１
階
）

対
小
学
校
５
年
生
以
上(

小
学
校
４

年
生
以
下
の
場
合
、保
護
者
同
伴)

定
・
￥
各
日
先
着
15
人
・
無
料

講
椎し
い
ば葉

聡さ
と
こ子

氏（
第
28
回
う
し
く

現
代
美
術
展
出
品
作
家
）

持
鉛
筆
、
赤
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
あ

れ
ば
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、靴（
汚

れ
て
も
良
い
服
装
で
）

申
申
込
書
に
記
入
の
上
、中
央
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
持
参
す
る

か
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
※
申
込
用
紙
は
中
央
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

※
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
件
名
を

「
う
し
く
現
代
美
術
展
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
申
込
み
」と
し
て
、
希

望
日
・
氏
名
・
年
齢
・
小
学
校

4
年
生
以
下
の
場
合
は
同
伴
す

る
保
護
者
の
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

締
11
月
20
日（
月
）※
11
月
13
日

（
月
）は
休
館
日
。

【
第
28
回
う
し
く
現
代
美
術
展
】

▼
会
期
／
11
月
19
日（
日
）～
12
月

3
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
4
時

30
分(

入
館
は
午
後
4
時
ま
で)

※
11
月
27
日（
月
）は
休
館
日
、
最

終
日
は
午
前
10
時
～
午
後
3
時

(
入
館
は
午
後
2
時
30
分
ま
で)

所
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
多

目
的
ホ
ー
ル
・
展
示
ホ
ー
ル
・

中
庭・ロ
ー
タ
リ
ー
等
屋
外
）　

※
入
場
無
料
。

問
う
し
く
現
代
美
術
展
実
行
委
員

会
事
務
局（
文
化
芸
術
課
内
）　

☎
内
線
３
０
８
０ 

FAX
８
７
１
・

１
３
３
４ 

Ｅ□ info@
ushiku-

genbi.org

■

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止 

推
進
月
間
」で
す

　
児
童
虐
待
は
家
庭
と
い
う
密
室

の
中
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、周

囲
か
ら
発
見
さ
れ
に
く
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
虐
待
を
早
期
に
発
見

し
、早
期
に
対
応
す
る
に
は
皆
さ
ん

の
協
力
が
必
要
で
す
。
周
囲
に
気

に
か
か
る
親
子
を
見
か
け
た
と
き

や
、ご
自
身
が
子
育
て
に
悩
ん
だ
と

き
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。連
絡
は

匿
名
可
能
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。 

※
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ

る
子
ど
も
を
発
見
し
た
場
合
は
、市

区
町
村
の
児
童
虐
待
担
当
課
や
児

童
相
談
所
に
通
告
す
る
こ
と
が
国

民
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【児童虐待に関する連絡先】
◆ 児童相談所虐待対応

ダイヤル（24時間対応・
通話料無料）☎189

◆ 児童相談所相談専用
ダイヤル（24時間対応・
通話料無料）

　 0120-189-783

◆ 土浦児童相談所 
☎821-4595

◆ いばらき虐待ホット
ライン（24時間対応）

　☎0293-22-0293
◆牛久警察署
　☎871-0110

◆ 市こども家庭課（家庭児童相談室）☎内線1731

【
児
童
虐
待
と
は
】◆
身
体
的
虐
待
…

殴
る
、蹴
る
、叩
く
、投
げ
落
と
す
、激

し
く
揺
さ
ぶ
る
な
ど
◆
性
的
虐
待
…

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、性
的
行
為
を

見
せ
る
な
ど
◆
ネ
グ
レ
ク
ト
…
家
に

閉
じ
込
め
る
、食
事
を
与
え
な
い
、ひ

ど
く
不
潔
に
す
る
、重
い
病
気
に
な
っ

て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

◆
心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
る
脅
し
、

無
視
、子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に

対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う（
Ｄ
Ｖ
）な
ど

【
体
罰
等
に
よ
ら
な
い
子
育
て
を
広

げ
ま
し
ょ
う
】子
ど
も
へ
の
体
罰
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
体
罰
等

が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
子
ど
も
の
心

身
の
成
長
・
発
達
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪

影
響
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

体
罰
は
子
ど
も
の
権
利
を
侵
害
し
ま

す
。
体
罰
等
に
よ
ら
な
い
子
育
て
を

推
進
す
る
た
め
、
子
育
て
中
の
保
護

者
に
対
す
る
支
援
も
含
め
て
社
会
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
心
配
な
こ
と

な
ど
、ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
相
談
を
】

　
こ
ど
も
家
庭
課
で
は
、来
所
や
お
電

話
で
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

▼
電
話
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
／
☎
８

７
１
・
５
０
７
０（
月
～
金
曜
日
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
※
祝
日・

年
末
年
始
除
く
）

問
こ
ど
も
家
庭
課
☎
内
線
１
７
３
１

■「
介
護
者
の
集
い
」の 

お
知
ら
せ

　

日
ご
ろ
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
図
り
ま
せ
ん
か
？
家
庭
に

お
け
る
介
護
の
悩
み
や
体
験
を
お

互
い
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
！

日
12
月
14
日（
木
）午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分

所【
集
合
場
所
】中
央
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
、【
目
的
地
】つ

む
ぎ
の
館（
結
城
市
）・
道
の
駅

グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
筑
西

内
参
加
者
同
士
の
懇
談
、情
報
交
換

対
家
庭
で
介
護
を
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
介
護
経
験
の
あ
る
方 

※
仕
事
で
の
介
護
経
験
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

定
先
着
25
人

￥
【
昼
食
代
】１
０
０
０
円

申
・
問
牛
久
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
８
７
１
・
１
２
９
５ 

FAX
８
７

１
・
１
２
９
６

■

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を 

予
防
し
よ
う
！

　
急
激
な
温
度
変
化
が
も
た
ら
す

身
体
へ
の
影
響
を
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
と
い
い
ま
す
。部
屋
の
移
動
や
入

浴
に
伴
う
室
温
と
浴
槽
の
お
湯
の

温
度
差
に
よ
り
、血
圧
が
大
き
く
変

動
し
、
意
識
消
失
や
、
脳
卒
中
、
心

筋
梗
塞
へ
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

冬
場
に
多
く
見
ら
れ
、
高
齢
者
は

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。次
の
予
防

策
を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
予
防
策
／
◆
入
浴
前
に
浴
室
や

脱
衣
所
を
事
前
に
温
め
て
お
く
！

◆
お
湯
の
温
度
を
41
℃
以
下
に
設

定
す
る
！ 

◆
飲
酒
後
、
食
事
直

後
、
深
夜
の
入
浴
は
控
え
る
！ 

◆
入
浴
前
に
ご
家
族
や
周
り
の
人

に
声
を
か
け
る
！ 

◆
浴
槽
か
ら

急
に
立
ち
上
が
ら
な
い
！

問
稲
敷
広
域
消
防
本
部
救
急
課 

☎
０
２
９
７
・
64
・
３
８
４
６
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日＝日程　所＝場所　内＝内容　対＝対象　定＝定員　講＝講師　￥＝費用　持＝持ち物　申＝申し込み方法 締＝申込締め切り日　他＝その他　主＝主催　共＝共催　団＝団体名　問＝問い合わせ　HP＝ホームページアドレス　Ｅ□＝Eメールアドレス

■

第
35
回
牛
久
駅
前 

ど
ん
ど
ん
祭
り

「
家
族
の
日
」だ
よ
！
ス
ペ
シ
ャ
ル

　

牛
久
駅
前
を

市
民
主
体
に
よ

る“
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
”と
し
て
開

催
さ
れ
る
、
35
回

目
の「
ど
ん
ど
ん

祭
り
」で
す
。
家

族
、
友
人
み
ん
な
で
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
好
評
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

（
賞
品
多
数
あ
り
）な
ど
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
や
各
種
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
11
月
19
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
４
時 

【
歌
・
踊
り
の
ス
テ
ー

ジ
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等
】…
午
前

10
時
～
午
後
１
時
15
分
、【「
家

族
の
日
」イ
ベ
ン
ト
】…
午
後
1

時
15
分
～
4
時 

※
小
雨
決
行
、

荒
天
中
止

所
や
っ
ぺ
や
っ
ぺ
広
場（
牛
久
駅

東
口
駅
前
広
場
）

内
飲
食
ブ
ー
ス（
地
元
の
銘
店
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
）、フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
歌
・
踊
り
の
ス
テ
ー

ジ（
俳
優・三
ツ
木
清
隆
氏
に
よ

る
特
別
ス
テ
ー
ジ
あ
り
）、ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

な
ど
、「
家
族
の
日
」イ
ベ
ン
ト

（
の
ど
自
慢
大
会
な
ど
）

ス
ポ
ー
ツ

■

牛
久
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
を

走
る
練
習
会
開
催

　
牛
久
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加

す
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
参
加
さ
れ

な
い
方
で
も
練
習
会
に
は
参
加
可

能
で
す
。
※
参
加
無
料
。

日
11
月
５
日（
日
）・19
日（
日
）、12

月
３
日（
日
）・
17
日（
日
）午
前

８
時
30
分
集
合

所
牛
久
運
動
公
園
野
球
場
前
広
場

対
小
学
４
年
生
以
上（
小
学
生
保

護
者
同
伴
）

申
当
日
現
地
で
申
し
込
み

主
・
問
牛
久
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会 

牛
久
走
友
会（
荒
木
）☎
０
８

０
・
３
４
６
２
・
９
３
２
４

相
　
談

■

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
夫・パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の

女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
て
、
全

国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
／
11
月
15
日（
水
）～
21
日

（
火
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
・日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
相
談
先
／
０
５
７
０・０
７
０・

８
１
０（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員
・
法

務
局
職
員

問
水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
９
・
２
２
７
・
９
９
１
９

■

ひ
た
ち
野
地
区
の
都
市
計
画 

変
更
に
関
す
る
説
明
会

　
ひ
た
ち
野
地
区
の
市
街
地
が
整

備
さ
れ
て
約
20
年
が
経
過
し
、
社

会･

経
済
情
勢
や
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
伴
い
、
ま
ち
の
目
指
す
方
向
性

も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

市
で
は
ひ
た
ち
野
地
区
の
用
途
地

域
や
地
区
計
画
の
見
直
し
を
検
討

し
て
お
り
、
現
在
検
討
中
の
都
市

計
画
変
更
案
に
つ
い
て
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

※
用
途
地
域
や
地
区
計
画
の
変
更

に
係
る
土
地
・
建
物
の
登
記
簿
上

の
所
有
者
の
方
に
対
し
て
は
、
10

月
中
に
別
途
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

【
ご
注
意
】お
送
り
し
た
通
知
文
に

記
載
し
た
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
い
番
号
は
☎
８

７
３
・
２
１
１
１
で
す
。

日
11
月
12
日（
日
）午
前
10
時

所
市
役
所
本
庁
舎
第
３
会
議
室

（
４
階
）

■

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に 

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

は
、
11
月
～
3
月
の
寒
い
時
期
に

特
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
感
染
予

防
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
よ
く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

　
せ
っ
け
ん
を
使
っ
て
し
っ
か
り

手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
液
体
せ
っ

け
ん
が
お
す
す
め
。
指
先
、
指
の

間
、
爪
、
手
の
し
わ
、
手
首
な
ど
、

洗
い
残
し
の
多
い
箇
所
は
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

②
加
熱
調
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　
カ
キ
や
ア
サ
リ
な
ど
の
二
枚
貝

に
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
蓄
積
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
っ
か

り
と
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

③
消
毒
方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
が
効
き
に
く
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。消
毒
に
は
次
亜
塩
素
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
が
有
効
で
す
。調
理
器
具

や
調
理
台
、患
者
の
ふ
ん
便
や
嘔
吐

物
の
消
毒
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
竜
ケ
崎
保
健
所
衛
生
課
☎
０
２

９
７
・
62
・
２
１
６
３

主
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
牛
久
駅
前
か
っ
ぱ

つ
化
実
行
委
員
会　

協
力
ぶ
ど
う
園
通
り
商
店
会
、

ち
ゃ
ん
み
よ
Ｔ
Ｖ
、佐
藤
新
聞
舗

後
援
牛
久
市

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
牛
久
駅
前
か
っ
ぱ

つ
化
実
行
委
員
会（
入
江
）☎
０

９
０
・
８
４
９
０
・
８
９
６
２

■

令
和
５
年
度 

多
重
債
務
者
の

た
め
の
無
料
法
律
相
談
会

　
借
金
の
返
済
で
お
困
り
の
方
を

対
象
に
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

弁
護
士
、
消
費
生
活
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す（
秘
密
厳
守
）。

日
11
月
27
日（
月
）午
後
１
時
～
５
時

所
取
手
市
役
所
議
会
棟（
取
手
市

寺
田
５
１
３
９
）

対
多
重
債
務
者（
借
金
の
返
済
に

お
困
り
の
方
）

定
先
着
５
人

申【
事
前
予
約
制
】県
生
活
文
化
課

に
電
話
で
申
し
込
み

問
県
生
活
文
化
課
☎
０
２
９
・
３

０
１
・
２
８
２
９（
受
付
：
午

前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
15
分
※
土
・
日
・

祝
日
除
く
）

申
下
記
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
申
し
込
み

問
都
市
計
画
課
☎
内
線
２
５
２
１
、

２
５
２
２
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近
隣
市
町
村
の
ご
紹
介

催
し
・
講
座

■

い
ば
ら
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
就
労
相
談

日
11
月
22
日（
水
）午
後
１
時
～
５
時

所
ひ
た
ち
野
リ
フ
レ
第
２
会
議
室

対
15
歳
～
49
歳
の
若
年
無
業
者
お

よ
び
そ
の
家
族
※
相
談
無
料
。

申
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

相
談
日
の
３
日
前
ま
で
に
連
絡
。

右
記
の
日
程
以
外
も
別
会
場
に

て
相
談
可
。

問
い
ば
ら
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
一
般
社
団
法

人
ア
イ
ケ
イ
つ
く
ば
）☎
８
９

３
・
３
３
８
０ 

 FAX
８
９
３
・
３

３
８
１ 

Ｅ□info@
saposute-

tsukuba.jp

人
材
募
集
・
就
職
支
援

■

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

　
仕
事
は
し
て
み
た
い
け
ど
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
。
丁
寧
に
ご
説

明
し
ま
す
。
聞
い
て
み
る
だ
け
で

も
大
歓
迎
！
個
別
説
明
も
事
務
局

に
て
随
時
実
施
中
で
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
11
月
14
日（
火
）午
前
10
時
～
11

時
30
分

所
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
小
講

座
室（
2
階
）

対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

申
事
前
申
し
込
み（
当
日
参
加
可
）

問（
公
社
）牛
久
市
シ
ル
バ
ー
人
材

■

平
地
林
の
手
入
れ
作
業 

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

日
11
月
19
日（
日
）午
前
8
時
30
分 

～
正
午

所
牛
久
市
井
ノ
岡
町（
現
地
集
合
）

内
下
草
刈
り
、
伐
採
、
枝
打
ち

持
ナ
タ
、カ
マ
、ノ
コ
ギ
リ
、作
業

服
、手
袋
、飲
み
水
、昼
食

￥
保
険
代
1
人
３
０
０
円（
1
家

■

２
０
２
３
年
牛
久
ハ
ー
モ
ニ
カ

メ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

日
11
月
19
日（
日
）午
後
0
時
30
分

開
場
、
午
後
１
時
開
演

所
エ
ス
カ
ー
ド
ホ
ー
ル

内
ハ
ー
モ
ニ
カ
合
奏
・
独
奏（
牛

久
ハ
ー
モ
ニ
カ
メ
イ
ト
・
近
隣

ハ
ー
モ
ニ
カ
愛
好
会
）、オ
カ
リ

ナ
演
奏（
関
稔
）

￥
無
料

共
近
隣
ハ
ー
モ
ニ
カ
愛
好
会

主
・
問
牛
久
ハ
ー
モ
ニ
カ
メ
イ
ト

（
佐
藤
）☎
８
７
４
・
４
０
３
４

■

朱
青
会
水
彩
画
展

　
絵
の
好
き
な
仲
間
が
描
い
た
透

明
水
彩
等
に
よ
る
作
品
展
で
す
。

日
11
月
14
日（
火
）～
19
日（
日
）午

前
10
時
～
午
後
５
時
※
初
日
は

午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
。

所
三
越
牛
久
店
２
階
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー

￥
無
料

主
・
問
朱
青
会（
髙
橋
）☎
０
９
０
・

１
８
８
２
・
８
３
４
９

■

ギ
タ
ー
弾
き
語
り「
カ
ポ
の
会
」 

定
期
コ
ン
サ
ー
ト

　
今
年
も
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
で

多
く
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
楽
し
く

歌
い
ま
し
ょ
う
。
※
入
場
無
料
。

日
11
月
11
日（
土
）午
後
１
時
開
場
、

午
後
１
時
30
分
開
演

所
エ
ス
カ
ー
ド
ホ
ー
ル

主
・
問
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
カ
ポ
の

会（
立た
ち
か
わ川

）☎
８
７
３
・
１
１
７

４
、
☎
０
９
０
・
８
８
４
７
・
４

６
６
６

■

歴
史
を
語
り
合
う
会

日
11
月
26
日（
日
）午
後
1
時
30
分 

～
４
時
30
分

所
エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
第
1
講
座
室（
4
階
）

内「
仁
徳
天
皇
陵
の
謎
」…
古
墳
は

日
本
史
最
大
の
謎
を
解
く
鍵
だ

が
、
大
仙
古
墳
な
ど
多
く
の
古

墳
で
被
葬
者
が
正
し
い
天
皇
陵

は
40
分
の
５
？

講
山
口
智
治
氏

定
・
￥
30
人
・
３
０
０
円（
教
材
代
）

申
電
話
で
事
前
申
し
込
み

主
・
問
牛
久
史
談
会（
板
宮
）☎
０

９
０
・
２
３
２
７
・
６
３
０
４

■

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー　

第
47
回
結
婚
相
談
会

日
11
月
12
日（
日
）午
後
１
時
30

分
～
４
時
※
相
談
無
料
。

所
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
中
講
座
室

対
独
身
の
方

持
身
上
書
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
用
写

真（
カ
ラ
ー
・
L
サ
イ
ズ
）

主
・
問
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
県

南
地
域
活
動
協
議
会
牛
久
地
区

（
木
村
）☎
０
９
０・５
８
１
９・

７
５
２
１

■

第
34
回
か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン 

兼 

国
際
ブ
ラ
イ
ン
ド
マ
ラ
ソ
ン

マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
募
集

　
自
然
溢
れ
る
霞
ケ
浦
湖
畔
を
思

い
っ
き
り
走
り
ま
し
ょ
う
！
た
く

さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
大
会
公
式

族
５
０
０
円
）

申
・
問
木
と
ふ
れ
あ
う
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局（
阿
部
）☎
８
７

３
・
６
４
２
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
令
和
６
年
４
月
21
日（
日
）

▼
種
目
／
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
・
10
マ

イ
ル
・
５
キ
ロ

▼
エ
ン
ト
リ
ー
期
間
／
◆
ア
ー

リ
ー
エ
ン
ト
リ
ー
…
11
月
22
日

（
水
）～
30
日（
木
）、
◆
通
常
エ
ン

ト
リ
ー
…
12
月
６
日（
水
）～
令
和

６
年
１
月
25
日（
木
）、
◆
レ
イ
ト

エ
ン
ト
リ
ー
…
令
和
６
年
２
月
１

日（
木
）～
28
日（
水
）

▼
エ
ン
ト
リ
ー
方
法
／
①「
Ｌ
Ａ
Ｗ

Ｓ
Ｏ
Ｎ 

Ｄ
Ｏ 

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
」の
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
か
ら 

②
ロ
ー
ソ
ン・ミ

ニ
ス
ト
ッ
プ
店
頭
Ｌ
ｏ
ｐ
ｐ
ｉ
か
ら

問
か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会

事
務
局
☎
８
９
３
・
５
５
１
５

セ
ン
タ
ー
☎
８
７
１・１
４
６
８

（
受
付
：
午
前
9
時
～
午
後
4
時

※
土
・
日
・
祝
日
除
く
）
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日＝日程　所＝場所　内＝内容　対＝対象　定＝定員　講＝講師　￥＝費用　持＝持ち物　申＝申し込み方法 締＝申込締め切り日　他＝その他　主＝主催　共＝共催　団＝団体名　問＝問い合わせ　HP＝ホームページアドレス　Ｅ□＝Eメールアドレス

メ
ン
バ
ー
募
集

■

コ
ー
ラ
ス
泉

　
聞
き
覚
え
の
あ
る
曲
を
女
声
二

部
合
唱
で
楽
し
く
元
気
に
歌
っ
て

い
ま
す
。
歌
う
こ
と
で
健
康
維
持

を
！
見
学
大
歓
迎
。

日
毎
週
火
曜
日
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

所
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
音
楽
室

￥
月
３
０
０
０
円

団
・
問
コ
ー
ラ
ス
泉（
番ば
ん

）☎
０
９

０
・
９
８
５
３
・
９
０
７
０

■

ラ
・
パ
シ
オ
ン

ス
ペ
イ
ン
語
へ
の
お
誘
い

　
ラ
テ
ン
音
楽
や
フ
ラ
メ
ン
コ
に

興
味
の
あ
る
方
、
ス
ペ
イ
ン
旅
行

を
し
た
い
方
、
ペ
ル
ー
出
身
の
講

師
と
ス
ペ
イ
ン
語
を
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
歓
迎
。

日
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分

所
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
会
議
室

￥
月
２
５
０
０
円

団
・
問
ラ
・
パ
シ
オ
ン（
田
中
）☎
０

９
０
・
１
６
９
２
・
６
９
５
９

牛久自然観察の森

【イベント申し込み方法】
二次元バーコードまたは下記URLから
予約フォーム受付画面にお進みください

［イベント申し込みURL］  https：//reserva.be/ushiku

【開園時間】 午前9時～午後4時（入園無料）
【休  園  日】 6日(月)、20日（月）、24日(金)、27日（月）
【臨時休園日】 21日（火）、22日（水） ※電源設備改修工事のため
【問い合わせ】 029-874-６６００

https://www.city.ushiku.lg.jp/page/dir000055.html公式HP

18日（土）午前9時30分～10時30分
親子自然教室 ～ひっつき虫を探そう～

野原で、タオルの釣竿を使って「ひっつき虫集め」に挑戦してみま
しょう。何種類ぐらい見つかるかな？ひっつく種の種子散布方法
を一緒に学びましょう。

11月の
イベント情報

□対　象：4歳～小学生とその保護者
　　　　　　（付き添いの兄弟の参加可）
□参加費：子ども1人500円（付き添いの保護者無料）
□集　合：ネイチャーセンター前
□申　込：下記予約フォームにて事前予約（定員：８組）

 コセンダングサ
　コセンダングサの種は、みんなもよく知って
いる『ひっつき虫』。種の先には矢尻のような
返しがついていて衣服に引っ掛かりやすくなっ
ています。自然の中では哺乳類の毛にひっつい
て種を遠くまで運んでもらう仕組み
になっているようです。
　植物の知恵にはいつも関心さ
せられます。

■

暮
ら
し
に
役
立
つ 

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
体
験

み
つ
ろ
う
ク
リ
ー
ム
と
リ
ッ
プ
ク

リ
ー
ム
作
り

　
柔
ら
か
く
肌
な
じ
み
の
良
い
ハ

ン
ド
ク
リ
ー
ム
と
リ
ッ
プ
ク
リ
ー

ム
を
作
り
ま
す
。

日
12
月
10
日(

日)

午
後
２
時
～
４
時

所
三
日
月
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
座
室

対
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
や
セ
ル
フ
ケ

ア
に
興
味
の
あ
る
方

定
先
着
16
人

■

第
21
回
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in
い
ば
ら
き

「
認
知
症
と
共
に
生
き
る
」を
考
え
る

日
12
月
17
日(

日)

午
後
１
時
～
３

時
30
分
※
入
場
無
料
。

所
大
昭
ホ
ー
ル
龍
ケ
崎（
龍
ケ
崎

市
馴
馬
町
２
６
１
２
）

内
◆
基
調
講
演「
住
み
慣
れ
た
街

で
共
に
生
き
る
」、◆
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
若
年
性
認
知
症
を
知
り
、

共
に
長
く
生
き
る
」

対
認
知
症
に
関
し
て
興
味
が
あ
る
方

定
先
着
８
０
０
人

申
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
し

込
み

主
茨
城
県
、（
公
社
）認
知

症
の
人
と
家
族
の
会

茨
城
県
支
部

共
龍
ケ
崎
市

問（
公
社
）認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
茨
城
県
支
部
☎
８
２
８
・
８

０
８
９（
受
付：月
～
金
曜
日
午

後
１
時
～
４
時
）

￥
２
５
０
０
円（
材
料
費
）

講
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｄ
ア
ロ
マ
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
山
田
紅
霞

持
筆
記
用
具
、
飲
み
物

申
電
話
で
申
し
込
み

主
・
問
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
ｒ
ｏ
ｓ

ｓ
ａ（
種
子
田
）☎
０
９
０
・
４

８
４
５
・
６
２
１
５

■

環
境
・
温
暖
化
防
止
牛
久 

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
11
月
26
日（
日
）午
後
2
時
～
4
時

所
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
小
講

座
室
※
入
場
無
料
。

内「
家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ・節
電

の
進
め
方
」…
地
球
温
暖
化
防

止
に
役
立
つ
事
が
わ
か
り
ま
す

（（
一
財
）省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
使
用
）

対
ど
な
た
で
も
大
歓
迎

講
浅
野
明
宏
氏（
茨
城
県
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
員
）

主
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
牛

久
グ
ル
ー
プ

問
事
務
局（
中
山
）☎
８
７
４
・
１

２
９
６
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日＝日程　所＝場所　内＝内容　対＝対象　定＝定員　講＝講師　￥＝費用　持＝持ち物　申＝申し込み方法項目の見方
　
「
市
長
へ
の
手
紙
」は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。
今
回
、
広
報
紙
を

活
用
し
て
お
配
り
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
が
日
常
生
活

の
中
で
不
便
と
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、「
こ
ん
な
ま
ち
づ

く
り
を
」と
思
う
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
全
て
の
ご
意
見
を
す
ぐ
に
実
行
、
と
い
う
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
、
共
に
研
究

し
、
で
き
る
だ
け
市
政
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

問　
広
報
政
策
課
☎
内
線
３
２
２
１

「
ま
ち
づ
く
り
」は

　
市
民
と
行
政
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

市
長
へ
の
手
紙 

で

あ
な
た
の
ご
意
見
・
ご
提
案

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

市ホームページ専用フォームから送る場合

「市長への手紙」を使用して送る場合

〈ご意見の送り方〉

右記二次元コードを読み取り、
専用フォームからご意見をお
送りください（ホームページで
は、これまでに頂いたご意見の
一部も紹介しています）。

下の用紙にご意見を記載しお送りください。使い
方は次ページをご覧ください。
※ 回答を希望する場合、ご住所、お名前、電話番号を

必ず記載してください。匿名やペンネーム、誤った
記載の場合、回答できませんのでご了承ください。
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沼 田 　 和 利

（ 切 手 を は ら ず に こ の ま ま 投 か ん し て く だ さ い ）

キ
リ
ト
リ

キ リ ト リ



①
郵
送
の
場
合

・ 

市
長
へ
の
手
紙
は
、
切
手
不
要
の
便

せ
ん（
封
筒
）に
な
っ
て
い
ま
す
。

・ 
用
紙
を
キ
リ
ト
リ
線
で
切
り
離
し
、

「
の
り
し
ろ
」の
部
分
に
の
り
を
付
け
、

記
入
い
た
だ
い
た
ご
意
見
が
内
側
に

な
る
よ
う
二
つ
に
折
っ
て
は
り
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
切
手
を
は
ら
な
い

で
、
お
近
く
の
郵
便
ポ
ス
ト
に
投と
う
か
ん函

し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

こ
の
便
せ
ん
は
、
令
和
７
年
10
月
２

日
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

② 

市
長
へ
の
手
紙
専
用
ポ
ス
ト
へ
投
函

す
る
場
合

・ 

記
入
後
、
そ
の
ま
ま
左
記
の
公
共
施

設
に
設
置
さ
れ
た「
市
長
へ
の
手
紙

専
用
ポ
ス
ト（
投
書
箱
）」に
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

市
長
へ
の
手
紙
専
用
ポ
ス
ト
が
設
置

さ
れ
て
い
る
公
共
施
設

（
市
長
へ
の
手
紙
は
、専
用
ポ
ス
ト
の

横
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
）

市
役
所
本
庁
舎
、エ
ス
カ
ー
ド
出
張
所
、

中
央
図
書
館
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、三
日
月
橋

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、奥
野
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、か
っ
ぱ
の
里
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、牛
久
運
動
公
園
体
育
館
、牛

久
自
然
観
察
の
森
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
、牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

「市長への手紙」の使い方
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ご住所

お名前

※広報用資料として使用することを □承諾する □承諾しない

この部分には何も記載
しないでください。

この線に沿って内側に折り畳んでください。
の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

のりしろ

題名

キ リ ト リ

TEL

〒
年齢

（ふりがな）
（日中連絡のとれる）

本意見の回答を ※ 回答を希望する場合、ご住所、お名前、
電話番号を必ず記載してください。

□希望する
□希望しない



　　

①大根の皮をむき、包丁またはスライサーを使って2～3mmの薄
い輪切りにする。長ねぎ・塩昆布は細かく刻む。

②輪切りにした大根を皿に並べ、塩(分量外：小さじ1程度)を振りかけ
る。大根がしんなりしたら水で洗い、キッチンペーパーで水気をとる。

③ボウルにAを入れて混ぜ、餃子の具を作る。
④②の大根をまな板に並べ、茶こしを使って片栗粉を薄く振る。
⑤片栗粉を振った面に餃子の具をのせて半分に折り、フチを指で軽くつまむ。
⑥フライパンにごま油を熱して⑤を並べ、蓋をせずに焼く。両面と

もこんがり焼けたら器に盛って出来上がり。

毎月19日は食育の日  いばらきの野菜を食べよう

市内でたくさん収穫される「大根」を使って具を包み、ギョーザ風のおかずにしました。
食べ応えのある大きなギョーザを作るためには、今が旬の太い大根を使うのがおすすめです。

作 り 方

    FMうしくうれしく放送（周波数85.4MHz）で、平日午前9時30分から「USHIKU野菜オーケストラ」レシピを放送しています！

餃子の皮の代わりに大根を使うことで、より低エネルギーにし
ました。ついつい食べ過ぎてしまう方や血糖値が気になる方に

もおすすめのレシピです。塩分の摂りすぎを防ぐために、塩を振った
大根がしんなりしたら、必ず水で洗いましょう。

一口
メモ

1人分（10個程度）183Kcal 塩分0.6g

問 健康づくり推進課
（保健センター内）☎内線1744

材 料（4人分）

大根ギョーザ
牛久市食育推進の

ための野菜キャラクター
「USHIKU野菜
オーケストラ」

マダム・ビターゼ

このレシピは「食と健康の応援団」ヘルス
メイト（食生活改善推進員）が作成しました

大根 …………… 400g
片栗粉 ……… 大さじ2
ごま油 ……… 大さじ1

長ねぎ …………… 40g
塩昆布 ………………8g
ピザ用チーズ …… 20g
豚ひき肉 ……… 200g

A

高校生が交通安全を呼びかけ
秋の全国交通安全運動

　「秋の全国交通安全運動」に合わせて、9月20日、朝の
通勤通学の時間に栄町三丁目交差点で街頭キャンペーン
を実施しました。牛久高校の生徒・後藤叶

か な う
有さんが「誓い

のことば」を宣誓し、同校の生活委員および柔道部の皆さ
んが参加しました。この日、牛久市交通安全団体の皆さ
んと合わせ約100人が、運転手や歩行者に啓発品を配布
しながら安全運転や交通事故防止を呼びかけました。

牛久シャトーをみんなできれいに
　神谷行政区の皆さんが牛久シャトーで花壇活動

　9月29日、神谷行政区、かみや緑の里親元気クラブ、神谷神和会、お
よび神谷行政区の中学生が牛久シャトーの花壇整備を行いました。お
よそ70人が参加し、花の植え替えのため古い花の除去や草むしり、落
葉の清掃を行いました。神谷行政区の永井洋子区長は「牛久シャトー
での花壇活動を通して地元を盛り上げていきたい」と話しました。

コロナ禍以降初のホームステイ受け入れ
オレンジ高校と牛久栄進高校の交流

　9月15日～10月2日、牛久市の姉妹都
市であるオレンジ市（オーストラリア）の
オレンジ高校から生徒20人、引率教諭3
人が来日し、姉妹校提携を結んでいる牛
久栄進高校で受け入れを行いました。滞在
期間中は牛久栄進高校で授業や書道等の日本文化を体
験。また20日には市長を表敬訪問しました。

まちの話題

USHIKU NEWS
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まちの話題

USHIKU NEWS

ブドウの収穫を通した交流事業　社会福祉協議会各事業所利用者による牛久シャトーのブドウ収穫

　

前
足
の
鎌
の
内
側
に
黒
っ
ぽ
い

藍
色
で
縁
取
ら
れ
た
白
い
斑
紋
が

あ
る
中
型
の
カ
マ
キ
リ
。
平
地
か
ら

山
地
の
草
原
や
林
縁
に
生
息
し
、
主

に
地
上
付
近
で
小
型
の
昆
虫
等
を

捕
食
し
て
生
活
し
て
お
り
、
淡
い
茶

褐
色
を
し
た
体
の
色
は
、
落
葉
や
枯

草
の
間
の
地
上
で
生
活
す
る
と
き

の
保
護
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。
体
長

は
４
㎝
～
６
㎝
で
、
日
本
産
カ
マ
キ

リ
の
中
に
は
も
っ
と
小
さ
い
サ
イ

ズ
の
も
の
も
い
ま
す
が
、
オ
オ
カ
マ

キ
リ
と
比
較
し
て「
人
里
で
よ
く
見

ら
れ
る
カ
マ
キ
リ
の
う
ち
小
さ
い

ほ
う
」と
し
て
こ
の
名
が
つ
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

コカマキリ
（小蟷螂）

カマキリ目カマキリ科

しぜんしぜん
大好大好きき
～牛久の生物～

問 都市計画課☎内線2524

　
オ
ミ
ナ
エ
シ（
女
郎
花
）は
、平
安
時

代
の
文
学
に
も
た
び
た
び
登
場
す
る

秋
の
七
草
の
一
つ
と
し
て
、
つ
つ
ま
し

や
か
な
風
情
が
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
多
年
草
で
、丈
夫
な
宿
根
草
。
野

山
の
日
当
た
り
良
い
草
地
に
生
え
、茎

は
直
立
。
葉
は
対
生
し
、
羽
状
に
深
く

切
れ
込
み
、
上
部
で
枝
分
か
れ
し
、
高

さ
60
～
1
５
０
㎝
に
な
り
ま
す
。
茎
の

先
に
直
径
３
～
４
㎜
の
黄
色
の
小
花
が

た
く
さ
ん
つ
き
ま
す
。
花
び
ら
は
５
つ

に
分
か
れ
、４
本
の
お
し
べ
と
１
本
の

め
し
べ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、こ
の
か

わ
い
い
花
そ
の
も
の
も
、花
を
い
け
た

水
ま
で
も
微
妙
な
臭
い
を
発
す
る
た
め
、

茶
花
と
し
て
は
好
ま
れ
ま
せ
ん
。市
で
は
、

開
発
や
遷
移
に
よ
る
草
地
の
減
少
に
よ

り
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
本
書
51
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

【
資
料
提
供
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山

の
会（
文
章：齊
藤
幸
子
、
写
真：秋
山
侃
）

『牛久市版レッドデータブック追補版（令和
2年3月発刊）』に掲載している植物を「牛久の
希少植物」として紹介していきます。

牛久の
希少植物
オミナエシ

オミナエシ科
第30回

オミナエシ（女郎花）（令和5年9月7日撮影）

『
牛
久
市
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク 

追
補
版 

牛
久
に
お
け
る
絶
滅
の
お
そ
れ 

の
あ
る
野
生
生
物
』販
売
中
※
お
求
め

は
都
市
計
画
課
ま
で（
１
３
５
０
円
）

テコンドーの全国大会で表彰台　全日本ジュニアテコンドー選手権大会2023
　7月16日に行われた「全日本ジュニアテコンドー選手権大会
2023」において、牛久市在住の中学生3人が輝かしい成績を収めま
した。このうち、下山溜貴さんと宮ノ原心桜さんが9月19日に市役
所を訪れ、大会の結果報告とともに技を披露しました。
　今後の目標を尋ねると、「次の大会では優勝したい」と共に答えた
2人。今後のさらなる活躍に期待が高まります。

下山　溜貴（中学3年） J14-15マッソギ男子55kg 準優勝
宮ノ原心桜（中学3年） J14-15マッソギ女子55kg 第3位
室谷　淳　（中学3年） J14-15マッソギ男子55kg 第3位

大会結果

　10月11日、12日に知的障害者デイサービスわくわく、通所介護
事業所シルバーウイング、身体障害者デイサービス事業の利用者の
方々が、牛久シャトーで栽培しているブドウ
の収穫を行いました。皆さん笑顔で収穫を楽
しんでいました。
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きれいな牛久沼で大きく育ってね
牛久沼へうなぎを放流

　9月23日、牛久沼で「牛久沼うなぎ放流会」が行われ、
市内の小学生などおよそ80人がうなぎの稚魚約500匹

（10kg）を放流しました。この事業は、牛久市家庭排水浄
化推進協議会、牛久ロータリークラブ、牛久沼漁業協同
組合、牛久市が共催で実施しています。牛久沼で増えて
いる外来種の問題を子どもたちに説明するなど、自分たち
の住むまちの自然について考えるきっかけとなりました。

農家支援のためウガンダへ
牛久から世界へ、JICA海外協力隊

　10月11日、牛久市在住の瀬戸凌平さん（写真中央）
が、JICA海外協力隊として派遣先のウガンダへ出発す
るのを前に、沼田市長を表敬訪問しました。瀬戸さんは、
植作栽培に関する指導および農作物生産向上や、販路拡
大に繋がるアドバイスを行う予定です。「農家と市場の
パイプ役として貢献したい」と意気込みを語りました。

南極へ行ってきます！
第65次日本南極地域観測隊による表敬訪問

　10月18日、牛久市在住の松嶋望さんが、10月下旬に第65次日
本南極地域観測隊（先遣隊）として南極（ドームふじ観測拠点Ⅱ）に
向けての出発を前に、沼田市長を表敬訪問しました。松嶋さんは

「帰国したら南極の壮大さなどを牛久の子どもたちに伝えたいで
す」と話していました。

スポーツの秋！市内各地で体育祭を開催
市内３地区で市民体育祭開催

　10月８日、「市民体育祭」が牛久・岡田・奥野の各
地区で４年ぶりに開催されました。玉入れや、ボー
ルを後ろへ送る順送球、地区独自のオリジナル競技
などで盛り上がり、子どもから大人まで、す
がすがしい汗を流し、スポーツを通じ
て交流を深めた一日となりました。

うしく河童大根出荷開始！
秋冬大根目揃会

　10月11日、JA水郷つくば牛久支店営農経済課で「大
根生産部会秋冬大根目揃会」が開催されました。
　「うしく河童大根」として出荷されるこの大根は、茨
城県銘柄産地指定を受けている牛久のブランド農作物
です。増原進一部会長は、「前半は高温や乾燥の影響を
受け、心配していましたが、涼しくなるにつれ品質も
回復し、出来栄えは上々です」と話しました。
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再生紙、環境に優しい植物油インキを使用しています。 見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

1348号

広
報
う
し
く

元
げ ん き

気に園
えん

で過
す

ごしているみんなの様
よ う す

子を紹
しょうかい

介します♪

うしくっ子

アルバム

お弁
べんとう

当と一
いっしょ

緒にはい！チーズ！！

遠
えんそく

足で行
い

った科
かがくはくぶつかん

学博物館。

くじらよりも大
おお

きくなるぞ

自
しぜんゆた

然豊かな保
ほいくえん

育園です。校
こうていたんさくちゅう

庭探索中。

「あれ何
なん

だろう？」

園
えんてい

庭の遊
ゆうぐ

具でも楽
たの

しく遊
あそ

んでいます。

みんな仲
なかよ

良し！

運
うんどうかい

動会で頑
がんば

張った組
くみたいそう

体操。

わたしたちの勇
ゆうし

姿をみて！

時
とき

にはみんなで頑
がんば

張ります。

大
おお

きな製
せいさくぶつ

作物の前
まえ

でポーズ！

奥奥
お く のお く の

野野さくらふれあいさくらふれあい保保
ほ い く え んほ い く え ん

育園育園のおのお友友
と もと も

だちだち

8年間の牛久市政への思い　根本前市長、滝本前副市長、染谷前教育長退任

　根本洋治前市長が任期満了に伴い、10月
2日に退任しました。同日に退任式が行わ
れ、2期8年務めた根本前市長は「ひたち野
うしく中学校の設立や住井すゑ文学館の開
館のほか、牛久シャトーやエスカードの賑
わいの創出に取り組んだ。コロナ禍もあり
苦しい時期もあったが、自分なりにベスト
を尽くしたと自負している。牛久は魅力が
あるまち。これからは市民として牛久の魅
力を高めるお手伝いが出来ればと思ってい
る」と挨拶しました。市役所正面玄関で職員
から花束を受け取ると、多くの人に拍手で
見送られながら市役所を後にしました。

　また、根本前市長とともに2期8年務めた
滝本昌司前副市長が任期満了に伴い10月
8日に退任し、平成25年より教育長を務め
た染谷郁夫前教育長が9月30日に退任し
ました。

まちの話題

USHIKU NEWS

▲市職員から見送りを受ける根本前市長（写真右）

根本洋治 前市長根本洋治 前市長

滝本 昌司 前副市長滝本 昌司 前副市長 染谷郁夫 前教育長染谷郁夫 前教育長


